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2024年市 政 だ よ り

新年のごあいさつ　
変わる学びのカタチ
財政公表　令和５年度各会計の予算執行状況　　
お知らせワイド　
　休日もお子さんをお預かりします 公立保育所で休日保育をスタート
　個人宅へのマイナンバーカード出張申請受け付け開始
　ふくしまシティハーフマラソン2024　ボランティア・ランナー応援隊募集中
　小児科の休日当番医で「オンライン診療」を実施
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磐梯吾妻スカイラインから望む朝日 

上向きの流れを強め　定着させる年に

福島市長　木
こ は た

幡　浩
ひろし

明るく希望に満ちた未来に向けて躍動する年へ

福島市議会議長　萩
は ぎ は ら

原　太
た ろ う

郎

新 年 の ご あ い さ つ

明 けましておめでとうございます。
　長かったコロナ禍への不安が薄れ、市民の皆

さまには、健やかに新年をお迎えのこととお慶び申
し上げます。
　昨年は、新年早々の古関裕而氏の野球殿堂入り、
５月のふくしまシティハーフマラソン、夏の花火大
会やわらじまつり、大相撲荒汐部屋の合宿、そして
秋の全早慶野球戦などにより、ムードが上向き、コ
ロナ禍からの回復が進んできました。
　一方、世界的にはウクライナやパレスチナなど紛
争が絶えず、異常気象や災害は身近に危機をもたら
し、物価高騰などの経済情勢は市民生活や事業活動
を圧迫し、福島市のまちづくりにも、駅前再開発の
延期や西口大型商業施設の撤退など大きな影響を与
えています。
　しかし、今年は辰年。前向きに行動を起こし、先
見性をもって変革に挑めば、大いなる成長につなが
る年と言われています。数々の困難に対しては、受
け身の対応にとどまらず、先を見据え、格段の前進
につながるよう行動していきたいと思います。街な
かの課題に対しても、未来への展望をもって東西一
体的なまちづくりに取り組んでまいります。

　昨年は、東北では初と
なる「日本子育て支援大
賞」受賞といううれしい
ニュースがあり、子育て
世帯の移住は、過去最多
を上回るペースで増加し
ています。引き続き、本市ならではの施策を充実さ
せ、「子育てと教育で選ばれるまち」を目指します。
　市民活動の新たな拠点となる（仮称）市民センター
の整備も進んでおり、市内にはさまざまな施設が充
実しています。市民の皆さまには、これら施設を活
用し、老若男女、障がいの有無、国籍を問わず、積
極的に学び、活動し、あるいはスポーツに励んで、
心身ともに健康で元気になっていただきたいと思い
ます。
　市としては、高齢者にもやさしいデジタルも活用
しながら、市民の皆さまとの相互のコミュニケーショ
ンを一層密にし、市民共創で、福島市の新ステージ
づくりに挑戦してまいります。ご協力をよろしくお
願いいたします。
　皆さまにとって、運気が上向く年、健康で幸多き
年となりますよう心よりお祈りいたします。

市 民の皆さま、明けま
しておめでとうござ

います。
　昨年は市議会に対しま
して格別なるご理解とご

支援を賜りましたことに厚く御礼を申し上げます。
　さて、長らく苦しめられた新型コロナウイルスは、
昨年５月から５類感染症に位置付けられ、社会経済
活動の再開により市内各地の活気は少しずつ回復し
つつあります。しかし、長期化するエネルギー価格
高騰や物価高騰により、市民生活、事業活動は依然
として大変厳しい状況にあります。市議会におきま
しては、緊急会議を開催するなどして、物価高騰対
策などの市の施策や取り組みに係る予算などを速や
かに議決し、積極的に市民生活の支援をしてまいり
ました。
　このような中、昨年は、名誉市民である古関裕而
氏が野球殿堂入りし、それを記念した全早慶野球戦
福島大会が開催されるなど、「古関裕而氏を活かした
まちづくり」の取り組みが推進されていることは、誠
に喜ばしい限りです。

　また、議会機能や市民交流機能を備えた（仮称）市
民センターの整備も進んでおります。さまざまな世
代や障がい、性の多様性にも配慮した、誰もが使い
やすく、市民が身近で愛着を感じ、安全・安心の向
上にもつながる施設となることを期待するものであ
ります。
　新しい年を迎え、市議会といたしましても、福島
市が明るく希望に満ちた未来へ向けて、今年の干支
の昇り竜のように力強く飛躍する年となりますよう、
経済対策などの諸課題克服に積極的に取り組んでま
いります。
　また、市民に開かれた議会として、議会の活動を
分かりやすくお伝えするとともに、市民の声を市政
にしっかり反映できるよう、市議会一丸となって取
り組みを強化してまいりますので、本年もご支援と
ご協力を賜りますようお願い申し上げます。
　迎えた輝かしい年が皆さまにとって幸多き素晴ら
しい年となることを心からご祈念申し上げまして、
新年のごあいさつといたします。
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　市では、国が掲げるG
ギ ガ
IGAスクール構想※に基づいて、令和３年度から児童・生徒１人につき１台のタブレット

端末を導入しました。今では、ICTを活用した授業が浸透し、子どもたちはタブレット端末を上手に活用しな
がら、楽しく学んでいます。	 	 ■問／教育研修課　電572－5545

授業が変わった ３つのポイント

使い方はいろいろ タブレット端末の活用方法

デジタル教科書の活用
　一部の教科でデジタル教科
書を活用しています。
　音声や動画が再生できるだ
けでなく、教科書上でカード
などを動かせるため、試行錯
誤できるなどのメリットがあ
ります。

自宅でもタブレット学習
　タブレット端末を活用して
学習内容を復習したり、疑問
に思ったことを調べたりして
います。また、次の授業で話
し合うための根拠となる情報
収集などにも、タブレット端
末を活用しています。

みんなで一斉学習 一人ひとりが個別学習 グループで協働学習
子どもたちの端末の画面を

教師の端末に一覧表示して、進捗状
況を把握しながら学習を進めています。

文字、図、写真など、自分
に合った表現方法で自分の考えをま
とめたり、友達の考えを参考にしな
がら自分の考えを深めたりしています。

一人ひとりの考えをリアル
タイムで共有し、意見交換や、協働
で発表資料を作成します。

Interview

渡利小学校　４年担任
小
お ぬ ま

沼柚
ゆ こ

子さん
渡利小学校

４年生の皆さん

変わる学び変わる学びののカタチカタチ

　タブレット端末を活用することで、児童・生徒一人ひとりの特性や達成状況に応じた学びの支援が可能になり
ます。市では、さらなる学びの質の向上のために、タブレット端末などのICT技術を活用した学習環境の整備や、
教師の指導力向上を図る研修などに取り組んでいきます。

※児童・生徒向けに１人１台のタブレット端末と、高速大容量の通信ネットワークを整備し、多様な子どもたちを誰一人取り残すこ
となく、個別最適化された創造性を育む教育を、全国の学校現場で持続的に実現させる構想。

特
集
特
集

　タブレットを活用することで、
友だちの考えを共有しやすくな
り、より自分の考えを深めるこ
とができます。
　季節ごとの草花や生き物を写
真に撮り、季節の変化に気付い
たり、体育科では自分の演技を
撮影し、タブレットに保存する
ことで、技能の高まりを実感し
たりしている子どももいます。

01 02 03

全市一斉オンライン授業
　緊急時に備えた訓練として、
毎年実施しています。
　オンライン授業をスムーズに
行えるようにし、緊急時におけ
る子どもたちの学びの保障をし
ています。

学校生活での活用
　中学校では、生徒会総会の資
料をデータ化して生徒全員に配
布することで、ペーパーレス化
につながっています。
　また、文化祭では、発表資料
を生徒全員で共有して、編集作
業を行いました。

プログラミング教材の活用
　写真やイラスト、言葉、音声
などをどのように組み合わせれ
ば、自分の伝えたいことが相手
に伝わるか考えながら、自分だ
けのニュース番組を作成しまし
た。

未来に向けてメッセージを作成
　市内の企業が制作したアプリ
を活用して、福島第三小学校と
飯坂小学校の６年生が、未来に
向けてメッセージを作成しまし
た。

問題解決型の授業
　お店を紹介する双方向性の
プログラミング作成を通して、
情報社会の仕組みの理解と課
題解決力の育成を図っていま
す。

情報モラル教育
　タブレット端末を活用しなが
ら、情報セキュリティや情報社
会の倫理などを、小学校低学年
から中学生まで学んでいます。
　教員も、情報モラル教育や
ネット依存予防などの研修を受
講しています。

　タブレットを使うと、文章だ
けでなく、写真やイラストも加
えることができるので、伝えた
いことが伝わりやすいです。

　タブレットで友だちの作品を
見ることができて楽しいです。

　調べものがしやすかったり、勉
強しながらタイピングを覚えら
れたりするのが良いところです。
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■用語解説■
②水道事業会計予算の執行状況
収益的収支：�水道料金などの収入と水道水を市民の皆さんに届けるための経費
資本的収支：�水道施設を建設・整備・改良するための財源と経費
③下水道事業会計予算の執行状況・④農業集落排水事業会計予算の執行状況
収益的収支：�下水道使用料などの収入と雨水や汚水を処理するための経費
資本的収支：�下水道施設を建設・整備・改良するための財源と経費

財政財政
公表公表

令和５年度各会計の予算執行状況
※表は全て令和５年10月31日現在の数値です。
� ■問／財政課　電525−3704

①一般会計予算の執行状況
歳　　　　　入 歳　　　　　出

科　目 予算現額（Ａ） 収入額（Ｂ） 収入率（B/A） 科　目 予算現額（C） 支出額（D） 支出率（D/C）
市 　 　 　 税 407億円 246億3017万4千円 60.5% 総　 務　 費 130億9999万5千円 57億2647万7千円 43.7%
地方消費税交付金 75億7千万円 42億1609万2千円 55.7% 民　 生　 費 456億9963万2千円 236億4577万6千円 51.7%
地 方 交 付 税 120億円 87億9209万2千円 73.3% 衛　 生　 費 172億3020万6千円 63億6809万7千円 37.0%
分担金及び負担金 5億3557万9千円 2億6749万3千円 49.9% 農林水産業費 24億2848万1千円 10億6584万7千円 43.9%
使用料及び手数料 15億2337万7千円 7億9644万2千円 52.3% 商　 工　 費 43億547万3千円 26億2382万6千円 60.9%
国 庫 支 出 金 282億1813万7千円 96億7179万円 34.3% 土　 木　 費 174億1953万2千円 44億2374万5千円 25.4%
県 支 出 金 119億5497万5千円 17億4621万6千円 14.6% 教　 育　 費 153億2073万円 76億6965万6千円 50.1%
諸　 収　 入 26億8931万6千円 6億9647万円 25.9% 災 害 復 旧 費 23億9150万円 4億7062万2千円 19.7%
市 　 　 　 債 128億2260万円 − − 公　 債　 費 98億4424万1千円 48億9408万円 49.7%
そ　 の　 他 139億7801万5千円 118億5697万円 84.8% そ　 の　 他 42億5220万9千円 20億9607万2千円 49.3%

計 1319億9199万9千円 626億7373万9千円 47.5% 計 1319億9199万9千円 589億8419万8千円 44.7%

一般会計
１　予算の状況
　当初予算は1,147億円でしたが、前年度からの繰
越額134億2,095万円7千円と、物価高騰対策の関連
事業を中心とした補正予算38億7,104万2千円が加
わり、現計予算額は、1,319億9,199万9千円となり
ました。
　令和５年度は、ポストコロナへ向けて８つの主要
プロジェクトを掲げ、ふくしまシティハーフマラソ
ンの開催や多文化共生センターの開設、市民サービ
スのデジタル化、首都圏などからの移住・定住の促
進や新婚世帯への支援拡充など、積極的に各種事業
を実施しています。
　また、物価高騰対策として、学校給食費のさらな
る保護者負担軽減や低所得世帯・子育て世帯への給

付金支給、「福島市デジタルくーぽん（福デジくん）」
の発行などを実施し、物価高騰に直面する市民生活
の支援を行っています。
　引き続き、直面する課題にしっかりと向き合い、
政策の効果を出すべき時期や事業を見定めた上で、
必要な事業は先送りすることなく確実かつ迅速に進
めてまいります。

２　執行率
　10月31日現在の執行状況は、歳入が626億7373万
9千円で、予算に対し47.5％（前年度45.4％）の収入、
歳出は589億8419万8千円で44.7％（前年度41.9％）
の支出となっています。

②水道事業会計予算の執行状況�
予算現額（Ａ） 執行額（B） 収入･支出率（B/A）

収益的収入 76億8825万3千円 �42億7239万3千円� �55.6%
収益的支出 75億6694万8千円 �29億7917万9千円� �39.4%
資本的収入 18億4465万4千円 �145万1千円� �0.1%
資本的支出 43億5915万円 �25億4543万4千円� �58.4%

⑤その他の特別会計予算の執行状況�
会計区分 予算現額（Ａ） 歳　　　入 歳　　　出

収入額（B） 収入率（B/A） 支出額（C） 支出率（C/A）
国民健康保険事業 228億6154万3千円 132億2158万6千円 57.8% 106億5460万3千円 46.6%
飯坂町財産区 1億2496万6千円 1億5946万1千円 127.6% 6435万1千円 51.5%
公設地方卸売市場事業 2億3164万9千円 2億595万3千円 88.9% 1億4115万6千円 60.9%
土地区画整理事業 2495万5千円 2025万5千円 81.2% 732万7千円 29.4%
介護保険事業 285億3633万7千円 152億5232万8千円 53.4% 139億3176万4千円 48.8%
庁舎整備基金運用 10億100万円 − − − −
後期高齢者医療事業 40億859万3千円 15億4844万6千円 38.6% 14億210万円 35.0%
青 木 財 産区 215万4千円 1414万円 656.5% 4万9千円 2.3%
工業団地整備事業 19億5246万1千円 4億9038万8千円 25.1% 11億9492万5千円 61.2%
母子父子寡婦福祉資金貸付事業 2185万3千円 2726万1千円 124.7% 1085万4千円 49.7%

計 587億6551万1千円 309億3981万8千円 52.6% 274億712万9千円 46.6%

③下水道事業会計予算の執行状況�
予算現額（Ａ） 執行額（B） 収入･支出率（B/A）

収益的収入 76億2101万9千円 �36億4514万7千円� �47.8%
収益的支出 72億3987万9千円 �16億7539万6千円� �23.1%
資本的収入 67億5039万3千円 �1億6886万3千円� �2.5%
資本的支出 96億2510万4千円 �68億2968万1千円� �71.0%

④農業集落排水事業会計予算の執行状況
予算現額（Ａ） 執行額（B） 収入･支出率（B/A）

収益的収入 1億6194万2千円 �5517万5千円� 34.1%
収益的支出 1億6044万2千円 �4777万6千円� 29.8%
資本的収入 9355万4千円 �3240万3千円� 34.6%
資本的支出 1億5399万5千円 �8390万4千円� 54.5%

公営企業会計・特別会計 
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休
日
も
お
子
さ
ん
を
お
預
か
り
し
ま
す

公
立
保
育
所
で
休
日
保
育
を
ス
タ
ー
ト

利用方法３ステップ

ステップ ステップ 0101 ステップ ステップ 0202 ステップ ステップ 0303
◦◦利用予約利用予約
市公式LINEアカウントから予約市公式LINEアカウントから予約
してください。してください。

<予約受付期間><予約受付期間>
利用日の前月初日から利用日の４日利用日の前月初日から利用日の４日
前まで（先着順）前まで（先着順）

◦◦面接面接
お子さんと一緒に御山保育所お子さんと一緒に御山保育所
へお越しください。へお越しください。

◦◦利用登録申請利用登録申請
オンライン申請か電話でオンライン申請か電話で

　
市
公
式
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
掲
載
す
る
写
真
を
提
供
い
た
だ
く
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア「
市
民
カ
メ
ラ
マ
ン
」を
募
集
し
ま
す
。
写
真
が
趣
味
の
方
、
本
市
の
豊
か
な
自

然
・
文
化
を
Ｐ
Ｒ
し
た
い
方
、
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

�

■
問
／
広
聴
広
報
課
□
電
５
２
５
︱
３
７
１
０

■
応
募
資
格

次
の
全
て
に
該
当
す
る
方

❶
市
内
在
住
の
18
歳
以
上（
高
校
生
を

除
く
）

❷
電
子
メ
ー
ル
で
や
り
と
り
が
で
き
る

❸
本
人
所
有
の
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ（
一

千
万
画
素
以
上
）に
よ
る
撮
影
と
、
電

子
デ
ー
タ
で
の
写
真
提
出
が
可
能

❹
本
市
職
員
で
な
い

■
募
集
定
員
／
６
人
以
内

■
任
期
／
４
月
１
日
～
令
和
７
年
３
月

31
日

■
謝
礼
／
年
額
１
万
円

■
応
募
締
切
／
２
月
２
日
㈮
必
着

　
仕
事
の
都
合
で
、
日
曜
日
や
祝
日
に

家
庭
で
お
子
さ
ん
の
保
育
が
で
き
な
い

と
き
、
御
山
保
育
所
で
お
子
さ
ん
を
お

預
か
り
し
ま
す
。

■
問
／
幼
稚
園
・
保
育
課

�

□
電
５
７
２
︱
３
４
１
８

対
象
児
童

■
年
齢
／
１
～
５
歳
児

■
保
育
認
定
／
休
日
も
含
め
て「
就
労
」

を
理
由
に
認
可
保
育
施
設
を
利
用
し
て

い
る
お
子
さ
ん

保
育
の
内
容

■
実
施
施
設
／
御
山
保
育
所（
御
山
字

一
本
木
20
︱
１
）

■
日
時
／
日
曜
日
・
祝
日
午
前
８
時
～

午
後
５
時
30
分（
12
月
29
日
～
１
月
３

日
を
除
く
）

■
定
員
／
１
～
２
歳
児
４
人

　
　
　
　
３
～
５
歳
児
６
人

■
利
用
料
金
／
別
途
料
金
は
か
か
り
ま

せ
ん（
保
育
所
の
通
常
利
用
の
一
部
の

た
め
）。

■
昼
食
／
お
弁
当
持
参（
お
や
つ
は
提

供
し
ま
す
）。

■
応
募
方
法
／
❶
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請

❷
広
聴
広
報
課
、
各
支
所
・
学
習
セ
ン

タ
ー
に
備
え
付
け
の
申
込
書（
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
取
得
可
）に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
作
品
５
点
を
添
え
て
郵

送
か
持
参
で

■
選
定
／
庁
内
選
定
会
で
選
定
後
、
２

月
中
に
結
果
を
通
知
し
ま
す
。
な
お
、

定
員
に
満
た
な
い
場
合
で
も
、
選
任
し

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

あ
な
た
の
写
真
で
福
島
市
を
Ｐ
Ｒ

市
民
カ
メ
ラ
マ
ン
募
集

【慈徳寺の種まき桜】
市民カメラマン：川

かわ
崎
さき

之
ゆき

子
こ

さん

【福島わらじまつり】
市民カメラマン：半

はん
沢
ざわ

剛
たけ

司
し

さん

予約方法や利用時の予約方法や利用時の
注意点を説明します注意点を説明します

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

▼

を
ご
覧
く
だ
さ
い

詳しくはこちら

これまでの作品

防災と災害情報メールマガジンをご利用ください　
災害情報などをお知らせするメール配信サービスを行っています。メールアドレスを登録すると、
情報を受け取ることができます。  ●問／危機管理室 525－3793
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�
■
問
／
市
民
課
□
電
５
３
５
︱
７
３
１
１

■
対
象
者
／
福
島
市
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
初
め
て
申
請
す
る
方
の
う
ち
、
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
し
、
外
出
が
困
難
な
方

❶
75
歳
以
上

❷
要
介
護
・
要
支
援
認
定
を
受
け
て
い
る

❸
障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る

❹
指
定
難
病
医
療
費
受
給
者
証
を
持
っ
て
い
る

■
訪
問
日
時
／
月
〜
金
曜
日
の
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

（
祝
日
、
12
月
29
日
〜
１
月
３
日
を
除
く
）

■
申
し
込
み
／
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請

ま
た
は
電
話
で

　
市
で
は「
ｄ
ボ
タ
ン
か
わ
ら
版
」で
災
害
や
イ
ベ
ン
ト
、

生
活
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

テ
レ
ビ
か
ら
、
い
つ
で
も
簡
単
に
最
新
の
市
政
情
報
を

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ

さ
い
！

�

■
問
／
広
聴
広
報
課
□
電
５
２
５
︱
３
７
１
０

　
「
ふ
く
し
ま
シ
テ
ィ
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
２
０
２
４
」の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
ラ
ン
ナ
ー
応
援
隊
を
募
集
中
！
全
国

か
ら
集
ま
る
ラ
ン
ナ
ー
の
皆
さ
ん
を「
お
も
て
な
し
」し

ま
せ
ん
か
？

■
問
／
ふ
く
し
ま
シ
テ
ィ
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン

�

実
行
委
員
会
事
務
局
□
電
５
０
３
︱
４
３
２
５

■
と
き
／
５
月
19
日
㈰

■
申
し
込
み
／
２
月
29
日
㈭
ま
で
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

か
ら

■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
内
容

❶
会
場
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

会
場
案
内
、
ス
タ
ー
ト
前
・
ゴ
ー
ル
後
の
誘
導
な
ど

❷
給
水
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

コ
ー
ス
上
に
あ
る
給
水
所
の
運
営
な
ど

■
ラ
ン
ナ
ー
応
援
隊
の
活
動
内
容

ラ
ン
ナ
ー
を
応
援
す
る
活
動

（
例
）沿
道
で
の
ダ
ン
ス
、
演
奏
、

手
作
り
の
旗
で
の
応
援
な
ど

　
土
地
や
家
屋
以
外
の
事
業
用
資
産
を
償
却
資
産
と
い

い
、
固
定
資
産
税
の
課
税
対
象
に
な
り
ま
す
。
飲
食
業

や
美
容
業
、
駐
車
場
や
ア
パ
ー
ト
の
貸
し
付
け
な
ど
、

事
業
を
営
ん
で
い
る
方（
法
人
・
個
人
と
も
）で
、機
械
・

設
備
な
ど
の
償
却
資
産
を
市
内
に
所
有
し
て
い
る
場
合

は
、
１
月
31
日
㈬
ま
で
に
必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

�

■
問
／
資
産
税
課
□
電
５
２
５
︱
３
７
３
０

■
申
告
期
限
／
１
月
31
日
㈬

■
主
な
償
却
資
産

❶
屋
外
給
排
水
設
備
な
ど
の
建
物
附
属
設
備
で
、
固
定

資
産
の
家
屋
の
評
価
対
象
で
な
い
も
の

❷
借
り
て
い
る
建
物
に
取
り
付
け
た
建
物
附
属
設
備

（
内
装
工
事
な
ど
）

❸
駐
車
場
舗
装
な
ど
の
外
構
工
事
、
構
築
物

❹
機
械
装
置
、
工
具
、
器
具
、
備
品

❺
大
型
特
殊
自
動
車

❻
船
舶

❼
航
空
機　
な
ど

※
令
和
５
年
度
ま
で
に
申
告
を
し
た
方
に
は
、
令
和
６
年

度
償
却
資
産
申
告
書
を
令
和
５
年
11
月
27
日
㈪
に
発
送

し
ま
し
た
。

　
ふ
く
し
ま
市
政
だ
よ
り
は
、
各
町
内
会
の
協
力
に
よ
る
配
布
や
公
共
施
設
な
ど
へ
の
配
置
の

ほ
か
、
ア
プ
リ
な
ど
を
通
じ
た
デ
ジ
タ
ル
配
信
も
行
っ
て
い
ま
す
。
い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も
・

簡
単
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
か
ら
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

�

■
問
／
広
聴
広
報
課
□
電
５
２
５
︱
３
７
１
０

個
人
宅
へ
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

出
張
申
請
受
け
付
け
開
始

テ
レ
ビ
で
市
政
情
報
を
チ
ェ
ッ
ク
！

ｄ
ボ
タ
ン
か
わ
ら
版

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

ラ
ン
ナ
ー
応
援
隊
募
集
中

令
和
６
年
度
償
却
資
産（
固
定
資
産
税
）の

申
告
は
１
月
31
日
㈬
ま
で

市
政
だ
よ
り
を
デ
ジ
タ
ル
で
配
信
し
て
い
ま
す

申し込みからカード受け取りまでの流れ

STEP １　申し込み
　日程の調整、準備物の確認

STEP ２　市職員が自宅に訪問
　本人確認、書類記入、写真撮影

STEP ３　カードが自宅に届く
　１〜２カ月後に自宅にお届け

▲オンライン申請
はこちらから

▲カタログポケット

窓口への来庁不要

写真の事前準備不要

携帯電話や郵送に
よる申請不要

マイナンバーカードが
自宅に届く

出張申請のメリット

カタログポケット

福島市の情報を確実に

広
報
紙

く
ら
し

子
育
て

防
　
災

　アプリ上で登録すれば、プッシュ通知で最新
号の市政だよりの発行をお知らせします。
　音声読み上げ、多言語（10言語）への対応、記
事の拡大表示など、機能が充実しています。

くらしの
情報

子育て
情報

緊急休日
当番医

使い方は簡単！３ステップ

▲ボランティアの皆さん

▲ランナー応援隊の皆さん

詳
し
く
は

こ
ち
ら
◀

　　主な償却資産の例　　
◆建設業
油圧ショベル、
ブルドーザーなど

◆理容・美容業
理・美容椅子、
洗面設備など

◆小売店・飲食店
商品陳列ケース、
厨房設備など

◆発電事業
太陽光パネル、
パワーコンディ
ショナーなど

◆アパート・駐車場
フェンス、物置、
駐車場舗装など

５チャンネル
（KFB）を選局

●❶
リモコンの
dボタンを押す

●❷
福島市のdボタン
かわら版を選択

●❸

臨時災害
ラジオ放送

万一災害が発生した場合、市は、ＦＭポコ（76.2MHz）を「臨時災害ラジオ放送局」として、避難
所やライフラインなどに関する緊急情報をお知らせします。� ●問／危機管理室 525−3793

ふくしままちなかイベントカレンダー ホームページで情報公開中！
アドレス：https://fukushima-event.com

●問／福島商工会議所
　　　 536－5511



W I D Eお知らせワイド

10

　
春
季
に
お
け
る
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
を
積
極
的
に
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
４
月
か
ら

の
イ
ベ
ン
ト
開
催
に
向
け
て
早
期
に
準
備
で
き
る
よ
う
、
補
助
金
の
交
付
申
請
を

１
月
９
日
㈫
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

�

■
問
／
商
工
業
振
興
課
□
電
５
２
５
︱
３
７
２
０

　
自
宅
に
い
な
が
ら
医
師
の
診
察
を
受
け
ら
れ
る
の
で
、
急
な
体
調
不
良
に
も
対

応
で
き
ま
す
。

�

■
問
／
保
健
所
保
健
総
務
課
□
電
５
７
２
︱
７
６
０
２

■
対
象
事
業
者

商
店
街
組
合
、
団
体
、
実
行
委
員
会
な

ど（
規
約
な
ど
に
よ
り
代
表
者
が
存
在

し
、
会
計
管
理
が
適
切
に
な
さ
れ
て
い

る
団
体
を
含
む
）

■
対
象
経
費

報
償
費
、
会
場
借
用
費
、
会
場
設
営
費
、

広
告
宣
伝
費
、
イ
ベ
ン
ト
費
な
ど

■
補
助
額

❶
対
象
経
費
の
10
分
の
３
以
内
の
額

（
上
限
額
30
万
円
）

❷
中
心
市
街
地
及
び
各
商
工
会
区
域
内

の
活
性
化
に
資
す
る
次
の
①
②
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
事
業
の
補
助
額
は
、
下

表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

①
第
３
次
中
心
市
街
地
活
性
化
計
画
に

お
け
る
中
心
市
街
地
区
域
内
※
で
実
施

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
の
補
助
要

綱
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

②
飯
坂
・
松
川
・
飯
野
各
商
工
会
区
域

内
で
実
施

■
申
請
方
法

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
の
申
請
書
に
必
要
書
類
を
添

え
て
商
工
業
振
興
課
窓
口
で

■
日
時

❶
12
月
31
日
～
１
月
３
日

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

※
医
療
機
関
で
の
休
日
当
番
医
も
開
設
。

❷
１
月
21
日
㈰

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

※
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
の
み
。

■
対
象
／
市
内
に
住
民
登
録
が
あ
る
小

児
患
者（
生
後
３
カ
月
以
上
）

■
診
察
可
能
な
症
状

発
熱
、
嘔
吐
、
頭
痛
、
咳
、
下
痢
、
湿

疹
な
ど

※
け
が
や
出
血
な
ど
の
場
合
は
、
休
日

外
科
当
番
医
の
受
診
を
検
討
し
て
く
だ

さ
い
。

■
そ
の
他

⃝

補
助
金
の
交
付
決
定
後
に
イ
ベ
ン
ト

内
容
の
変
更
や
中
止
を
す
る
場
合
は
、

手
続
き
が
必
要
で
す
。

⃝
イ
ベ
ン
ト
終
了
後
に
、
実
績
報
告
書

を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
診
療
費
／
実
質
無
料

※
一
時
的
に
診
療
費
の
負
担
が
必
要
で

す
が
、
後
日
、
子
ど
も
医
療
費
助
成
の

手
続
き
を
行
う
こ
と
で
負
担
分
を
助
成

し
ま
す
。

※
コ
ン
ビ
ニ
払
い
で
診
療
費
を
支
払
う

場
合
の
手
数
料
は
、
子
ど
も
医
療
費
助

成
の
対
象
外
で
す
。

春
先
か
ら
の
切
れ
目
な
い
賑
わ
い
創
出
を
推
進

令
和
６
年
度 

商
店
街
等
活
性
化
イ
ベ
ン
ト
支
援
事
業
補
助
金

12
月
31
日
～
１
月
３
日
、
１
月
21
日

小
児
科
の
休
日
当
番
医
で「
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
」を
実
施

利用の流れ

▲市ホームページ

▲詳しくは市ホーム
ページをご覧くだ
さい。

■❷の補助額の詳細

中心市街地

対象経費の２分の１以内の額
（上限額50万円）
◦４～７月に実施の場合
　対象経費の100分の55以内の額
　（上限額55万円）
◦複数日実施の場合
　対象経費の２分の１以内の額
　（上限額75万円）

飯坂・松川・
飯野商工会管内

対象経費の２分の１以内の額
（上限額50万円）

その他の地域 対象経費の10分の３以内の額
（上限額30万円）

スマホで問診
専用サイトは
こちらから ▶

ショートメッセージが届く
URLをクリックして、必
要事項を入力

ビデオ通話で診察
医師とビデオ通話をつな
ぎ、診察を受ける

診療費の支払い
・クレジットカード払い
　（手数料なし）
・コンビニ払い
　（手数料248円）

薬局で薬の受け取り
あらかじめ選択した薬局
で薬を受け取る

01

02

03

04

05 受診を迷った時は
#7119
24時間救急相談
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ト
コ
ン
テ
ス
ト
の
写
真
展
示

花
の
写
真
館�

電
563
―
４
９
９
０

開
館
時
間
／
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

（
最
終
入
館
：
午
後
４
時
）

休
館
日
／
１
月
１
～
３
日

◉
第
83
回
国
際
写
真
サ
ロ
ン
巡
回
展

�

無
料

□時
１
月
20
～
28
日　
□内
第
83
回
国
際

写
真
サ
ロ
ン
の
入
選
作
品
計
101
点

（
国
内
作
品
46
点
、
海
外
作
品
55
点
）

の
展
示ヘ

ル
シ
ー
ラ
ン
ド

�

電
536
―
５
６
０
０

開
館
時
間
／
午
前
９
時
～
午
後
８
時

休
館
日
／
１
月
15
日
㈪

※
年
末
年
始
は
休
ま
ず
開
館
。

◉
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

□時
１
月
21
日
㈰
午
後
１
時
30
分
～
２

時
30
分

□内
古
関
メ
ロ
デ
ィ
ー
な
ど
の
演
奏

出
演
／
フ
ィ
ー
ル
・
ウ
イ
ン
ド
・

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

□料
大
浴
場
休
憩
室
利
用
料
一
般
300
円
、

小
中
学
生
150
円　

◉
グ
ル
ー
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

□時
１
月
21
日
㈰
午
前
９
時
50
分
、
１

階
ロ
ビ
ー
集
合　
□内
市
内
を
約
８
㎞

ゆ
っ
く
り
走
っ
た
後
、
入
浴
・
休
憩

し
ま
す
。
※
雨
天
延
期
。

□定
10
人（
先
着
順
）　
□料
300
円（
大
浴

場
休
憩
施
設
利
用
料
お
よ
び
保
険
料

込
み
）　
□持
走
り
や
す
い
服
装
、靴
、

タ
オ
ル　
□申
１
月
６
～

20
日
に
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請

か
電
話
、ま
た
は
来
館
で

市
民
会
館�

電
535
―
０
１
１
１

開
館
時
間
／
午
前
９
時
～
午
後
９
時

受
付
時
間
／
午
前
８
時
30
分
～
午
後
６
時

施
設
点
検
日
は
午
後
５
時
ま
で

休
館
日
／
12
月
29
日
～
１
月
３
日

※
休
館
日
は
、
申
請
手
続
き
も
不
可

□内
次
の
日
は
、
施
設
点
検
日
の
た
め

終
日
部
屋
を
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

１
月
17
日
、
２
月
14
日
、
３
月
29
日
、

４
月
５
日
、
５
月
８
・
15
日
、
６
月

12
日民

家
園�

電
593
―
５
２
４
９

開
園
時
間
／
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

閉
園
日
／
毎
週
火
曜
日
、
１
月
１
～
３
日

◉
お
正
月
遊
び
体
験�

無
料

□時
１
月
４
～
８
日
午
前
９
時
～
午
後

４
時
30
分　
□内
か
る
た
、
こ
ま
回
し

な
ど
。
百
人
一
首
の
み
８
日
㈷
の
午

後
１
時
30
分
～
３
時
。

◉
年
中
行
事
「
小
正
月
」�
無
料

□時
１
月
14
日
㈰
午
前
10
時
～
正
午

□内
団
子
作
り
や
団
子
さ
し
、
ど
ん
ど

焼
き
の
ほ
か
、
行
事
の
説
明
や
昔
話

を
行
い
ま
す
。

◉
年
中
行
事
「
節
分
」�

無
料

□時
１
月
28
日
㈰
午
前
10
時
～
正
午

□内
子
ど
も
た
ち
が
豆
ま
き
隊
を
結
成

し
、
各
民
家
を
回
り
ま
す
。
途
中
で

鬼
が
出
現
す
る
か
も
！？
豆
ま
き
で
邪

気
を
払
い
ま
し
ょ
う
！
そ
の
ほ
か
、

や
っ
か
が
し
（
イ
ワ
シ
の
頭
を
刺
し

た
豆
枝
と
ヒ
イ
ラ
ギ
）
の
各
民
家
門か

ど

口ぐ
ち

へ
の
取
り
付
け
、
行
事
の
説
明
、

昔
話
を
行
い
ま
す
。

土
湯
温
泉
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー

湯ゆ

め

ぶ

た

い

愛
舞
台�

電
572
―
５
５
０
３

開
館
時
間
／
午
前
９
時
～
午
後
６
時

◉
こ
け
し
絵
付
け
体
験

□時
１
月
13
・
20
日
午
前
９
時
～
午
後

６
時（
最
終
受
け
付
け
：
午
後
５
時
）

□内
手
回
し
ろ
く
ろ
を
使
っ
て
オ
リ
ジ

ナ
ル
こ
け
し
を
描
き
ま
す
。（
所
要

時
間
60
分
。
当
日
持
ち
帰
り
可
。）

※
５
名
以
上
の
団
体
は
要
予
約
。

□料
１
本
500
円
（
通
常
970
円
）

□申
電
話
で
（
当
日
受
け
付
け
可
）

小
鳥
の
森�

電
531
―
８
４
１
１

開
館
時
間
／
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

休
館
日
／
１
月
１
～
３・９・15・22・29
日

◉
森
の
宝
も
の
探
し�

無
料

□時
１
月
４
～
31
日　
□内
宝
も
の
を
見

つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
ら
オ
リ
ジ
ナ

ル
缶
バ
ッ
ジ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
宝
も

の
は
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
で
確
認

し
、
写
真
を
撮
っ
て
レ
ン
ジ
ャ
ー
に

見
せ
て
く
だ
さ
い
。

◉
野
鳥
観
察
会�

無
料

□時
１
月
28
日
㈰
午
前
10
～
11
時

□定
10
人
（
先
着
順
）　
□持
防
寒
着
、

長
袖
、
長
ズ
ボ
ン
、
歩
き
や
す
い
靴

□申
電
話
で

催
　
し

親
子
で
凧
作
り�

無
料

1月□時
１
月
７
日
㈰
❶
午
前
10
時
～
正
午

❷
午
後
１
時
30
分
～
３
時

□場
じ
ょ
ー
も
ぴ
あ
宮
畑　
□内
ビ
ニ
ー

ル
を
使
っ
た
簡
単
凧
作
り
。
ペ
ン
で

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
土
偶
を
描
き
、
園
内

で
凧
揚
げ
を
し
ま
す
。　
□対
小
学
生

以
上
と
保
護
者　
□定
各
回
15
人
（
当

日
先
着
順
）　
□持
汚
れ
て
も
良
い
服
装

□問
文
化
振
興
課
□電
525
―
３
７
８
５

施
　
設

だ
よ
り

街
な
か
交
流
館

�

電
563
―
４
４
４
８

開
館
時
間
／
午
前
10
時
～
午
後
７
時

◉
光
の
し
ず
く
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

写
真
展�

無
料

□時
１
月
５
～
28
日　
□内
２
０
２
３
光

の
し
ず
く
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
フ
ォ

お
知
ら
せ

１月

　
記
載
の
情
報
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
各
問
い
合
わ
せ
先
に

ご
確
認
い
た
だ
く
か
、
市
HP
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
イ
ベ
ン

ト
情
報
や
施
設
情
報
な
ど
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

福島市役所 〒960−8601 福島市五老内町3−1　　電535−1111㈹

▲各課お問い
合わせ一覧

▲市HP

各種スポーツ教室
教室名 日時 場所 講師 対象・定員 受講料 申込期間 申し込み・問い合わせ

ジュニア陸上
（水曜コース）③

【全５回】

２月14・21・28日、
３月６・13日
午後６～７時 東部体育館

(公財)日本スポーツ協会
公認スポーツ指導者

菊
き く た

田　明
あき

博
ひろ

 先生
小学１～４年生
各コース35人 2,000円 １月

15～17日

申市スポーツ振興公社HP

問NCVふくしまアリーナ
電535−4106

ジュニア陸上
（金曜コース）③

【全５回】
３月１・８・15・22・29日
午後６～７時

幼児体操【全４回】
２月15・29日、
３月７・14日
午後３時15分～４時30分

福島トヨタ
クラウンアリーナ

YAGOメディカル
フィットネス

指導員
４～６歳

15人 1,500円 １月
15～17日

※状況によっては開催場所・日時が変更となります。持ち物などは、HPをご覧ください。 
※定員を超えた場合は、申込受付終了日の翌日に抽選を行います。当選の発表は払込票の発送をもってかえさせていただきます。 
※ WEB以外の申し込み方法は、参加申込書（HPからダウンロード可）に必要事項を記入の上、❶NCVふくしまアリーナに来館または❷フ535−4107のみです。 

電話での受け付けは行っていません。
※持ち物などについては、HPをご確認ください。
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※
❷
は
未
就
学
児
入
場
不
可
。

□内
２
０
２
４
年
の
干え

支と

で
あ
る
辰た

つ

（
龍
）
の
星
座
、
り
ゅ
う
座
を
探
し

に
い
き
ま
し
ょ
う
。
そ
も
そ
も
干
支

と
は
何
な
の
で
し
ょ
う
か
？
干
支
と

十
二
支
の
ち
が
い
や
干
支
の
は
じ
ま

り
に
せ
ま
り
ま
す
。　
□定
各
回
105
人

（
当
日
先
着
順
）

☆F

フ
ィ
ー
リ
ン
グ

eeling P

プ

ラ

ネ

タ

リ

ウ

ム

lanetarium

冬
の
星
空
か
ら
宇
宙
を
み
つ
め
る

□時
❶
１
月
27
日
午
後
１
時
15
分
～
２

時
15
分
❷
２
月
３
日
午
後
４
時
30
分

～
午
後
５
時
30
分　
□内
目
の
不
自
由

な
方
も
お
楽
し
み
い
た
だ
け
る
番
組

で
す
。
冬
の
星
空
と
宇
宙
を
イ
メ
ー

ジ
し
て
み
ま
し
ょ
う
。　
□定
各
日
60

人
（
当
日
先
着
順
）

※
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
番

組
案
内
、
料
金
な
ど
は

こ
む
こ
む
HP
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

Ａア

・
Ｏオ

ウ

・
Ｚゼ�

電
533
―
２
３
４
４

開
館
時
間
／
午
前
９
時
～
午
後
９
時

受
付
時
間
／
午
後
７
時
ま
で

休
館
日
／
１
月
１
日
㈷

※
１
月
２・３
日
は
午
前
10
時
～
午
後

７
時（
受
け
付
け
は
午
後
５
時
ま
で
）。

◉
御ご

し
ゅ
い
ん

朱
印
た
ず
ね
旅 

無
料

□時
１
月
２
～
30
日
※
30
日
㈫
は
正
午

ま
で
。　
□内
市
内
の
お
寺
や
神
社
で

頂
い
た
実
際
の
御
朱
印
を
展
示

◉
「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
生
ん
だ
歌
と
落
語
」

の
コ
ラ
ボ
会 

無
料

□時
１
月
27
日
㈯
午
後
１
時
30
分
～
３
時

□内
新
年
も
“
笑
う
門
に
は
福
来

る
！
”
音
楽
と
落
語
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。　
□定
48
人（
当
日
先
着
順
）

□持
汚
れ
て
も
良
い
服
装　
□申
１
月
４

日
㈭
か
ら
電
話
で

◉
宮
畑
縄
文
講
座「
縄
文
土
器
作
り
」

（
全
３
回
）

□時
２
月
３
・
４
日
、
３
月
17
日
午
前

10
時
～
午
後
３
時　
□内
縄
文
土
器
の

歴
史
や
特
徴
を
学
び
、
当
時
と
同
じ

手
法
で
制
作
し
、
最
終
日
に
野
焼
き

を
し
ま
す
。　
□講
縄
文
工
房
主
宰

菊き
く
ち池
逸い

つ
お夫
さ
ん　
□対
全
３
回
参
加
で

き
る
方　
□定
15
人
（
先
着
順
）

□料
３
２
０
０
円　
□持
汚
れ
て
も
良
い

服
装　
□申
１
月
４
日
㈭
か
ら
電
話
で

◉
宮
畑
講
座　
第
４
回
「
古
墳
時
代

の
福
島
市
～
福
島
西
道
路
の
調
査
成

果
を
中
心
に
～
」 

無
料

□時
２
月
10
日
㈯
午
後
１
時
30
分
～
３
時

□内
福
島
西
道
路
の
発
掘
調
査
成
果
を

中
心
に
、
市
内
の
古
墳
時
代
の
暮
ら

し
と
集
落
や
社
会
に
つ
い
て
、
分
か

り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。　
□定
60
人

（
申
込
者
多
数
の
場
合
抽
選
）

□申
１
月
４
～
22
日
（
必
着
）
に
、
往

復
は
が
き
の
往
信
裏
面
に
❶
講
座
名

❷
住
所
❸
氏
名
❹
電
話
番
号
を
、
返

信
表
面
に
①
住
所
②
氏
名
を
明
記
の

上
、郵
送
で（
１
枚
に
つ
き
１
人
分
）

こ
む
こ
む�

電
524
―
３
１
３
１

開
館
時
間
／
午
前
９
時
30
分
～
午
後
７
時

※
１
月
２
・
３
日
は
午
後
５
時
ま
で

休
館
日
／
１
月
１
・
９
・
16
・
23
・
30
日

☆
星
空
探
訪
～
レ
ッ
ツ
・
サ
ー
チ
・

フ
ォ
ー
・
り
ゅ
う
座
！
～

□時
１
月
19
日
㈮
❶
み
ん
な
に
や
さ
し

い
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
：
午
後
３
時
～

３
時
45
分
❷
お
仕
事
あ
と
の
プ
ラ
ネ

タ
リ
ウ
ム
：
午
後
７
時
～
７
時
45
分

□内
絵
本
「
ふ
く
し
ま
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
」
の
作
者
わ
す
れ
な
ぐ
さ
さ

ん
に
よ
る
朗
読
会

◉
聞
き
に
こ
ら
ん
し
ょ
昔
話 

無
料

□時
１
月
28
日
㈰
午
前
11
時
～
午
後
２

時
30
分　
□内
ふ
く
し
ま
民
話
茶
屋
の

会
に
よ
る
吾
妻
地
区
の
民
話
・
昔
話

じ
ょ
ー
も
ぴ
あ
宮
畑

�（
〒
960
―
８
２
０
１　
岡
島
字
宮
田
78
）

�

電
573
―
０
０
１
５

開
館
時
間
／
午
前
９
時
～
午
後
５
時

休
館
日
／
１
月
１
～
３・９・16・23・30
日

◉
縄
文
も
の
づ
く
り
体
験

□時
❶
１
月
７
・
21
日
、
２
月
４
日 

❷
１
月
８
・
14
日
❸
１
月
28
日
い
ず

れ
も
午
前
の
部
10
時
、午
後
の
部
１
時
、

２
時
30
分
（
要
予
約
）　

□内
❶
勾ま

が

玉た
ま

❷
土
偶
❸
土
偶
ラ
ン
タ
ン　

□対
小
学
生
と
保
護
者　

□定
❶
❷
各
回
15
人
❸
各
回
10
人　

□料
❶
300
円
❷
200
円
❸
400
円　

□申
電
話
で

◉
縄
文
体
験 

無
料

□時
❶
１
月
13
・
27
日
❷
１
月
６
・
20

日
、
２
月
３
日
い
ず
れ
も
午
前
の
部

10
時
～
11
時
30
分
、
午
後
の
部
１
～

３
時（
要
予
約
）　
□内
❶
輪
投
げ
ゲ
ー

ム
❷
ミ
ニ
弓
矢
体
験　
□申
電
話
で

◉
チ
ャ
レ
ン
ジ
縄
文
体
験 

無
料

こ
ど
も
考
古
学
教
室
「
縄
文
の
道
具

を
探
る
～
石
器
を
作
っ
て
み
よ
う
～
」

□時
１
月
27
日
㈯
午
前
の
部
10
時
～
正

午
、午
後
の
部
１
時
30
分
～
３
時
30
分

□内
縄
文
人
の
道
具
や
石
器
の
作
り
方

を
学
び
な
が
ら
、石
器
を
作
り
ま
す
。

□対
小
学
生（
小
学
３
年
生
以
下
は
保
護

者
同
伴
）　
□定
各
回
10
人（
先
着
順
）

り
つ
け
て
、
バ
レ
ン
タ
イ
ン
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
に
ピ
ッ
タ
リ
な
サ
シ
ェ
を
作
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。
お
土み

や
げ産
付
き
。

□定
各
回
６
人
（
先
着
順
）　

□料
２
５
０
０
円　

□申
３
日
前
ま
で
に
電
話
で

古
関
裕
而
記
念
館

�

電
531
―
３
０
１
２

開
館
時
間
／
午
前
９
時
～
午
後
５
時

（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

休
館
日
／
１
月
１
～
３
日

入
館
料
／
一
般
300
円（
団
体
240
円
）、

小
・
中
学
生
100
円
（
団
体
80
円
）

※
団
体
は
20
人
以
上
。

◉
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

メ
ゾ
ソ
プ
ラ
ノ
の
調
べ
～
野
球
殿
堂

入
り
か
ら
一
年
、
い
つ
も
心
に
古
関

メ
ロ
デ
ィ
ー
を
！
～

□時
１
月
20
日
㈯
午
後
２
時
～
３
時
30
分

出
演
／
星ほ

し

由ゆ

佳か

子こ

さ
ん
（
メ
ゾ
ソ
プ

ラ
ノ
）、
中な

か

村む
ら

敏と
し

彦ひ
こ

さ
ん
（
ピ
ア
ノ
）

□定
80
人
（
先
着
順
）　
□申
１
月
６
日

㈯
午
前
９
時
か
ら
電
話
で

御
倉
邸　

�

電
522
―
２
３
９
０

開
館
時
間
／
午
前
10
時
～
午
後
６
時

休
館
日
／
毎
週
火
曜
日
、
１
月
１
日
㈷

◉
御
倉
邸
で
お
正
月

□時
１
月
21
日
㈰
午
前
11
時
～
午
後
３
時

□内
語
り
部
に
よ
る
福
島
の
民
話
や
、

糸し
り
ゅ
う
か
い

柳
会
に
よ
る
琴
の
演
奏
、
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
や
手
遊
び
の
ほ
か
、
お

ぐ
ら
茶
屋
で
は
お
雑
煮
を
販
売
し
ま
す
。

◉「
ふ
く
し
ま
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

朗
読
会 

無
料

□時
１
月
27
日
㈯
午
前
11
時
～
午
後
２
時

キ
ョ
ウ
ワ
グ
ル
ー
プ
・
テ
ル
サ
ホ
ー
ル

�

電
521
―
１
５
０
０

開
館
時
間
／
午
前
９
時
～
午
後
10
時

休
館
日
／
１
月
１
～
３
・
15
・
16
日

◉
劇
団
120ひゃ

く
に
じ
ゅ
う
え
ん

〇
Ｅ
Ｎ
と
高
校
生
に
よ
る

テ
ル
サ
演
劇
祭 

無
料

□時
１
月
７
・
８
・
14
日

※
開
演
時
間
は
当
館
HP
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

□内
７
・
８
日
は
劇
団
120
〇
Ｅ
Ｎ
に
よ

る
子
ど
も
た
ち
へ
贈
る
民
話
劇
、
14

日
は
県
北
地
区
高
等
学

校
演
劇
連
盟
の
選
抜
校

３
校
に
よ
る
３
公
演
を

上
演
し
ま
す
。

□申
当
館
HP
、
ま
た
は
劇

団
120
〇
Ｅ
Ｎ
の
HP
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

パ
ル
セ
い
い
ざ
か

�

電
542
―
２
１
２
１

◉O

ワ

ン

ne s

ス
テ
ッ
プ

tep s

ス
ペ
ー
ス

pace in 

パ
ル
セ

い
い
ざ
か 

無
料

□時
１
月
21
日
㈰
午
前
10
時
～
午
後
４
時

□内
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
・
リ
ラ
ク
ゼ
ー

シ
ョ
ン・飲
食・ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な

ど
、
約
20
店
舗
が
出
店

講
　
座

救
命
講
習
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
取
り

扱
い
講
習
含
む
） 

無
料

□時
❶
毎
月
第
２
日
曜
日
❷
毎
月
第
３

日
曜
日　
□場
❶
飯
坂
消
防
署
❷
福
島

南
消
防
署　
□内
実
技
を
中
心
と
し
た

心
肺
蘇
生
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
取
り
扱
い

□講
消
防
本
部
職
員　
□対
市
内
在
住
の

方
、
ま
た
は
市
内
に
通
勤
・
通
学
し

て
い
る
方　
□定
各
回
５
人（
先
着
順
）

□持
実
技
が
で
き
る
動
き
や
す
い
服
装

□申
電
話
で

□問
❶
飯
坂
消
防
署
□電
542
―
２
９
８
６

❷
福
島
南
消
防
署
□電
547
―
３
１
１
９

消
費
者
啓
発
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座

１月□時
１
月
22
日
㈪
午
後
１
時
30
分
～
３
時

□場
ア
オ
ウ
ゼ　
□内
悪
質
商
法
や
な
り

す
ま
し
詐
欺
な
ど
、
消
費
生
活
に
関

す
る
知
識
を
身
に
付
け
、
地
域
で
啓

発
活
動
を
し
て
い
た
だ
く
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
養
成
講
座　
□定
20
人
（
先

着
順
）　
□申
オ
ン
ラ
イ

ン
申
請
か
電
話
で

□問
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

□電
525
―
３
７
７
４

市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

開
催
講
座 

無
料

１・２月❶
実
践
！
伝
え
る
コ
ツ
を
学
ぼ
う
！！

□時
１
月
26
日
㈮
午
後
２
～
４
時

□内
広
報
の
コ
ツ
を
座
学
で
学
び
、
広

報
紙
の
作
成
を
ワ
ー
ク
で
学
び
ま
す
。

□講
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
所

長
内う

ち

山や
ま

愛ま
な
み美

※
オ
ン
ラ
イ
ン
受
講
可
。

❷
事
業
を
強
固
に
！
事
業
企
画
の
た

め
の
リ
サ
ー
チ
術

□時
１
月
29
日
㈪
午
後
２
～
４
時

□内
事
業
企
画
に
リ
サ
ー
チ
が
必
要
な

理
由
や
そ
の
方
法
を
事
例
か
ら
学
び

ま
す
。　
□講
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
こ
お
り
や

ま
子
ど
も
若
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
理
事

長
鈴す

ず
き木
綾り

ょ
うさ
ん

※
オ
ン
ラ
イ
ン
受
講
可
。

❸
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ

で
活
動
や
会
議
の
内
容
を
可
視
化
し

よ
う
！

□時
２
月
２
日
㈮
午
後
２
～
４
時

□内
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ

の
基
本
を
座
学
で
学
び
、
実
践
事
例

か
ら
ワ
ー
ク
も
交
え
て
学
び
ま
す
。

□講
絵
か
き
の
庭
代
表
菅か

ん
の野
愛あ

希き

さ
ん

❶
❷
❸�

共
通

□対
県
北
地
区
に
在
住
ま
た
は
勤
務
先

が
あ
る
方　
□定
30
人
（
先
着
順
）

□申
電
話
か
①
氏
名
②
住
所
③
電
話
番

号
④
希
望
講
座
名
を
明
記
の
上
、

メ
ー
ル
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で

□場�

□問
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

□電
526
―
４
５
３
３
□フ
526
―
４
５
６
０

□メf-ssc@
bz01.plala.or.jp

※ のマークは絵本の読み聞かせ

共通 �無料図書館コーナー　１月
■市立図書館　電531－6551
午前９時30分〜午後７時　※日曜日・祝日は午後５時30分まで
休館日／１〜３・９・16・23・30・31日

内容 日時 対象・定員

どようびのおはなし会
６・13・20・27日、
２月３日
午後２時

□対４歳〜小学生と保護者
□定各日10組
（当日先着順）

ブックスタートお渡し会・
ブックステップお渡し会
□内絵本のプレゼントのほ
か、家庭での読み聞かせ
のアドバイスや絵本の読
み聞かせなど

11・14日
ブックスタート：
午前11時
ブックステップ：
午前11時30分

□対ブックスタート・
ブックステップ対象者
□定各７組（先着順）
□申来館または電話で
（要事前予約）

赤ちゃんタイム
□内乳幼児連れでも気兼ね
なく図書館を利用できる
時間

18日㈭
午前９時30分〜
正午

おひざにだっこの
おはなし会

18日㈭
午前10時30分

□対３歳以下と保護者
□定10組（当日先着順）

ふくよみの日
本を借りようキャンペーン
□内本を借りた利用者に、
プレゼントがあります。

24日㈬

講座
「電子図書館を使ってみ
よう」

25日㈭
午前11時

□定６人（先着順）
□申１月６日㈯から来館
または電話で（要事前
予約）

■子どもライブラリー（こむこむ内）　電526－4200
午前９時30分〜午後７時　※２・３日は午後５時まで
休館日／１・９・16・23・30日　

内容 日時 対象・定員

にちようびの
おはなし会

７・14日、
２月４日
午後３時10分

□対４歳〜小学生と保護者
□定各回５組（当日先着順）

おひざにだっこの
おはなし会

11・21日、
２月１日
午前11時

□対３歳以下と保護者
□定５組（当日先着順）

ふくよみの日
本を借りようキャンペーン
□内本を借りた小学生以下
の利用者に、プレゼント
があります。

24日㈬

おはなし会プチ 28日㈰
午後３時10分

□対４歳〜小学生と保護者
□定５組（当日先着順）

おはなし会で楽しめる手
あそび・わらべうた講座

29日㈪
午前10時

□対読み聞かせボラン
ティアの方
□定30人（先着順）
□申１月５日㈮から来館
または電話で（要事前
予約）

ふくよみの本棚 ■内市立図書館２階では、「本の福袋」を開催中です。テーマごとに３冊ずつ入っている福袋。どんな本かは借りて
みてのお楽しみ！なくなり次第終了ですので、ぜひお早めにご利用ください。� ■問市立図書館　 531−6551

鯖
湖
湯�

電
542
―
５
２
２
３

開
館
時
間
／
午
前
６
時
～
午
後
10
時

（
最
終
入
館
：
午
後
９
時
40
分
）

料
金
／
大
人
（
満
12
歳
以
上
）
200
円
、

小
人
（
満
１
歳
以
上
12
歳
未
満
）
100
円

◉
り
ん
ご
湯

□時
１
月
８
日
㈷

波
来
湯�

電
542
―
５
２
２
３

開
館
時
間
／
午
前
６
時
～
午
後
10
時

（
最
終
入
館
：
午
後
９
時
40
分
）

料
金
／
大
人
（
満
12
歳
以
上
）
300
円
、

小
人
（
満
１
歳
以
上
12
歳
未
満
）
150
円

◉
り
ん
ご
湯

□時
１
月
８
日
㈷

旧
堀
切
邸�

電
542
―
８
１
８
８

開
館
時
間
／
午
前
９
時
～
午
後
９
時

休
館
日
／
１
月
30
日
㈫

◉
書
道
な
ん
で
も
相
談
所 

無
料

□時
１
月
23
・
24
日
❶
午
前
10
時
～
正

午
❷
午
後
１
～
３
時　
□対
18
歳
以
上

□持
書
道
用
具
一
式

四
季
の
里�

電
593
―
０
１
０
１

開
館
時
間
／
午
前
９
時
～
午
後
９
時

休
園
日
／
１
月
１
～
３
日

◉
バ
レ
ン
タ
イ
ン
ア
ロ
マ
ワ
ッ
ク
ス

サ
シ
ェ
作
り

□時
１
月
27
～
29
日
❶
午
前
10
時
30
分

❷
午
後
１
時
30
分　
□内
火
を
つ
け
ず

に
飾
っ
て
香
り
を
楽
し
む
ア
ロ
マ
ワ
ッ

ク
ス
サ
シ
ェ
作
り
。
好
み
の
香
り
の

ア
ロ
マ
ワ
ッ
ク
ス
に
、
園
内
で
採
れ

た
花
の
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
な
ど
を
飾▲劇団120〇EN▲テルサホール



時とき　場会場　内内容　講講師　対対象　定定員　料料金　持持参物　申申し込み方法　問問い合わせ　電電話　フファクス　HPホームページ

1415 ふくしま 市政だより 令和６年１月号 広告の内容に関する一切の責任は広告主に帰属します。また、内容については市が推奨するものではありません。広告を依頼
される方は、㈱オリエンタル・エージェンシー 024−523−3361にお問い合わせください。

※
一
定
以
上
所
得
の
あ
る
世
帯
向
け

特
別
市
営
住
宅
、
子
育
て
世
帯
向
け

子
育
て
支
援
住
宅
、
新
婚
・
子
育
て

世
帯
向
け
住
宅
は
、
空
き
住
戸
の
み

随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

□問
住
宅
政
策
課
□電
525
―
３
７
５
７

広
告
入
り
窓
口
用
封
筒

寄
付
募
集

□内
広
告
を
掲
載
し
た
窓
口
用
封
筒
の

寄
付
を
企
業
な
ど
（
法
人
そ
の
他
団

体
）
か
ら
募
集
し
ま
す
。

数
量
／
20
万
枚（
調
整
の
場
合
あ
り
）

配
布
場
所
／
市
民
課
、
国
保
年
金
課
、

市
民
税
課
、
各
支
所
な
ど
の
窓
口

□申
１
月
11
～
31
日（
必
着
）に
、
申
込

書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
必
要

書
類
を
添
え
て
持
参
ま
た
は
郵
送
で

※
申
込
書
は
市
HP
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
の
ほ
か
、
市
民
課
に
備
え
付
け
。

□問
市
民
課
□電
525
―
３
７
３
２

認
可
保
育
施
設
・
幼
稚
園

就
職
相
談
会

□時
２
月
３
日
㈯
午
後
２
時
～
４
時
30
分

□場
ホ
テ
ル
福
島
グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス

□内
保
育
施
設
や
幼
稚
園
で
働
き
た
い

方
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
個
別
ブ
ー

ス
で
各
施
設
と
就
職
の
相
談
が
で
き

ま
す
。
資
格
を
お
持
ち
の
方
、
ブ
ラ

ン
ク
の
あ
る
方
も
大
歓
迎
で
す
。

※
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
あ
り（
要
予
約
）。

□対
❶
認
可
保
育
施
設
・
幼
稚
園
で
就

労
を
希
望
し
、
保
育
士
資
格
・
幼
稚

園
教
諭
免
許
を
有
す
る
方
（
取
得
見

込
み
も
含
む
）
❷
保
育
施
設
・
幼
稚

園
で
の
就
労
に
興
味
の
あ
る
方
❸
保

育
施
設
で
の
就
労
に
興

味
の
あ
る
、
看
護
師
資

格
を
有
す
る
方

□問
幼
稚
園
・
保
育
課

□電
572
―
３
１
２
２

暮
ら
し

証
明
書
が
変
わ
り
ま
す

□時
１
月
４
日
㈭
か
ら　
□内
「
印
鑑
登

録
証
明
書
」「
住
民
票
」な
ど
の
証
明

項
目
や
様
式
が
変
更
に

な
り
ま
す
。
詳
し
く
は

市
HP
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

□問
市
民
課
□電
525
―
３
７
３
２

祝
日
の
ご
み
収
集

□内
１
月
８
日
㈪
成
人
の
日
が
収
集
日

に
あ
た
っ
て
い
る
地
区
の
可
燃
ご
み
、

資
源
物
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包

装
は
収
集
し
ま
す
。

□問
ご
み
減
量
推
進
課

□電
525
―
３
７
４
４

タ
ン
ク
か
ら
の
油
流
出

事
故
に
ご
注
意
を

□内
冬
季
に
な
る
と
、
家
庭
の
ホ
ー
ム

タ
ン
ク
か
ら
灯
油
が
漏
れ
出
し
、
河

川
な
ど
に
流
出
す
る
事
故
が
多
発
し

ま
す
。
原
因
は
、
う
っ
か
り
ミ
ス
や

設
備
の
老
朽
化
に
よ
る
も
の
で
す
。

給
油
す
る
と
き
は
目
を
離
さ
ず
、
バ

ル
ブ
の
閉
め
忘
れ
に
注
意
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
タ
ン
ク
や
配
管
な
ど
の

定
期
点
検
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
被
害

を
最
小
限
に
す
る
た
め
、
事
故
を
発

見
し
た
ら
す
ぐ
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

□問
環
境
課
□電
573
―
２
５
５
７

消
防
本
部
□電
534
―
０
１
１
９

阿
武
隈
川
水
系
水
質
汚
濁
対
策
連
絡

協
議
会
上
流
支
部
（
福
島
河
川
国
道

事
務
所
）
□電
539
―
６
１
２
９

※
11
・
18
日
は
午
後
４
時
30
分
ま
で

□場
北
信
福
祉
会
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

（
本
内
字
西
河
原
５
―
76
）

□内
介
護
の
基
本
的
知
識
や
技
術
を
学

べ
る
研
修
会

※
本
研
修
受
講
に
よ
り
、
介
護
職
員

初
任
者
研
修
の
一
部
科
目
が
免
除
さ

れ
研
修
時
間
が
短
縮
で
き
ま
す
。

□対
介
護
に
関
心
が
あ
り
、
全
４
回
参

加
で
き
る
方　
□定
40
人
（
先
着
順
）

□持
上
履
き
、
昼
食　
□申
電
話
、
ま
た

は
❶
住
所
❷
氏
名
❸
生
年
月
日
❹
電

話
番
号
を
明
記
の
上
、

メ
ー
ル
か
フ
ァ
ク
ス
で
。

詳
し
く
は
県
HP
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

□問
（
一
社
）
福
島
県
介
護
福
祉
士
会

□電 

□フ
024
―
983
―
１
８
４
８

□メjaccw
_fukushim

a@
ybb.ne.jp

認
知
症
介
護
相
談
会�

無
料

福祉□時
２
月
11
日
㈷
午
後
１
時
30
分
～
３

時
30
分　
□場
市
民
会
館　
□内
認
知
症

の
方
を
介
護
し
て
い
る
方
は
、
一
人

で
抱
え
込
ま
ず
、
お
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

□問
（
公
社
）
認
知
症
の
人
と
家
族
の

会
福
島
県
支
部　
福
島
地
区
会

□電
521
―
２
７
６
０

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

年金□内
20
歳
に
な
っ
た
方
に
は
、
日
本
年

金
機
構
か
ら
、
国
民
年
金
に
加
入
し

た
こ
と
を
お
知
ら
せ
す
る
書
類
が
届

き
ま
す
（
厚
生
年
金
保
険
に
加
入
し

て
い
る
方
を
除
く
）。
た
だ
し
、
20

歳
に
な
っ
て
か
ら
約
２
週
間
経
過
し

て
も
書
類
が
届
か
な
い
場
合
は
、
加

入
手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

公
的
年
金
制
度
は
、
老
後
や
い
ざ
と

い
う
と
き
の
生
活
を
、
働
い
て
い
る

世
代
み
ん
な
で
支
え
よ
う
と
い
う
考

え
で
作
ら
れ
た
仕
組
み
で
す
。
日
本

国
内
に
お
住
ま
い
の
20
歳
以
上
60
歳

未
満
の
全
て
の
方
は
、
国
民
年
金
へ

の
加
入
が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

な
お
、
お
手
元
に
届
く
基
礎
年
金
番

号
通
知
書
は
保
険
料
納
付
の
確
認
や

将
来
年
金
を
受
け
取
る
際
に
必
要
で

す
の
で
、大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

□問
国
保
年
金
課
□電
525
―
３
７
３
８

東
北
福
島
年
金
事
務
所

□電
535
―
０
１
４
１
（
音
声
案
内
）

介
護
に
関
す
る
入
門
的

研
修
（
全
４
回
）�
無
料

福祉□時
２
月
４
・
11
・
18
・
25
日
午
前
９

時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

国
・
県
な
ど
か
ら
の
お
知
ら
せ

国
・
県
な
ど
か
ら
の
お
知
ら
せ

□問
保
健
所
保
健
総
務
課　

□電
525
―
７
６
８
１

親
子
生
け
花
・
料
理
教
室

２月□時
２
月
17
日
㈯
午
前
10
時
～
午
後
２
時

□場
働
く
婦
人
の
家　
□内
生
け
花
と
、

常じ
ょ
う
ば
ん磐
も
の
を
使
っ
た
料
理
の
実
習
。

市
場
の
取
り
組
み
も
学
び
ま
す
。

□講
池い

け
の
ぼ
う坊
引ひ

き

立た
て

教
授
と
栄
養
士

□対
小
学
３
年
生
～
中
学
３
年
生
と
保

護
者　
□定
10
組
（
申
込
者
多
数
の
場

合
抽
選
）　
□料
１
組
１
５
０
０
円

□持
マ
ス
ク
、エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾

□申
２
月
２
日
㈮
ま
で
に
市
場
協
会
HP

の
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
か
、
電
話
ま

た
は
フ
ァ
ク
ス
で

□問（
一
社
）公
設
地
方
卸
売
市
場
協
会

□電
553
―
３
４
３
１
□フ
553
―
３
４
３
２

募
　
集

令
和
６
年
度
小
規
模
修
繕

契
約
希
望
者
の
追
加
登
録

申
請
を
受
け
付
け
ま
す

申
込
受
付
期
間
／
１
月
９
～
22
日

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）
午
前
９
時

～
午
後
４
時　

資
格
有
効
期
間
／
４
月
１
日
～
令
和

７
年
３
月
31
日

□申
契
約
検
査
課
窓
口
で

※
申
請
の
手
引
き
・
申
請
書
類
は
１

月
４
日
㈭
か
ら
市
HP
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

□問
契
約
検
査
課
□電
525
―
３
７
０
５

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

募
集
住
宅
発
表
／
１
月
19
日
㈮

申
込
受
付
期
間
／
２
月
１
～
15
日

抽
選
会
／
２
月
16
日
㈮

入
居
開
始
／
３
月
１
日
㈮

リ
サ
イ
ク
ル
講
座

つ
る
し
雛び

な

作
り
教
室

１・２月□時
１
月
30
日
、
２
月
１
日
い
ず
れ
も

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

□内
古
布
（
和
布
）
や
ハ
ギ
レ
な
ど
を

利
用
し
て
つ
る
し
雛
を
作
製
し
ま
す
。

□講
つ
る
し
雛
愛
好
家
の
須す

田だ

美み

起き

子こ

さ
ん　
□対
市
内
在
住
の
方　
□定
各
回

10
人（
先
着
順
）　
□料
500
円（
材
料
代
）

□持
裁
縫
道
具
（
針
、
糸
、
ハ
サ
ミ
）、

定
規　
□申
１
月
９
～
19
日
（
土
・
日

曜
日
を
除
く
午
前
９
時
～
午
後
４
時

30
分
）
に
参
加
費
を
持
参
し
来
館
で

□場 

□問
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

□電
539
―
９
２
５
３

放
射
線
と
市
民
の

健
康
講
座�

無
料

２月□時
２
月
３
日
㈯
午
後
２
～
４
時

□場
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

□内
テ
ー
マ
／
「
福
島
第
一
原
発
事
故

か
ら
13
年
」
～
被
ば
く
の
歴
史
を
ふ

り
か
え
り
な
が
ら
～

放
射
線
の
基
礎
か
ら
健
康
へ
の
影
響

な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
に
よ
っ
て

分
か
っ
た
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
正
し
い
知
識
を
身
に
付
け
、

放
射
線
に
対
す
る
不
安
や
疑
問
を
解

消
し
ま
し
ょ
う
。

※
講
座
終
了
後
「
個
別
健
康
相
談

会
」
を
行
い
ま
す
。

□講
福
島
医
療
生
活
協
同
組
合
理
事
長

齋さ
い

藤と
う

紀お
さ
むさ
ん　
□対
市
内
在
住
の
方

□定
30
人
（
先
着
順
）

□申
１
月
９
日
～
２
月
１

日
に
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請

か
電
話
で

ふくしま市政
出前講座 無料

　市の職員が市民の皆さんのもとに伺い、
市が取り組んでいるさまざまな事業や施策
など、市政に関する情報を分かりやすくお
伝えします。
□時原則、月～金曜日の午前９時～午後５時
□場会場は申込者が確保してください。会場
は市内に限ります。
□内全102講座の中から、お選びください。
□対市内に在住・在勤・在学するおおむね10
人以上で構成された団体やグループ、市内
に事業所がある企業など。
□申開催希望日の１カ月前までに
オンライン申請か、申込書に記
入の上、ファクス、郵送、また
は持参で
※�講座一覧、申込書は支所・学習センター
に備え付けのほか、市HPで取得可。
□問広聴広報課
　□電563－7488　□フ536－9828

「わいわい市民農園」
新規使用者募集

　市では、自然に親しみ、農業に対する理解を深める
ため「わいわい市民農園」を設置しています。野菜作
りにチャレンジして、収穫の喜びを味わってみません
か。
□場仁井田字五郎内地内（あらかわクリーンセンター西側）
□対市内に住所がある方、市内に避難している方
■募集区画・使用料
○一般用（面積25㎡）…15区画程度・年間12,000円
○車いす専用（面積５㎡）…４区画・年間��2,400円
※原則、１世帯１区画。申込者多数の場合は抽選。
■使用期間／４月１日～令和７年３月31日
※３年を超えない範囲で更新可。
■募集期間／１月４～18日
□申オンライン申請、または農業企画課、各
支所・出張所、各学習センターに備え付け
の申込書に必要事項を記入の上、持参か郵
送で
□問農業企画課　□電525－3740
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白
図
：
１
万
分
の
１

計
画
図
：
２
千
５
百
分
の
１

こ
れ
に
伴
い
、
都
市
計
画
図
の
販
売

を
３
月
29
日
㈮
で
終
了
し
ま
す
。
な

お
、
個
別
箇
所
の
都
市
計
画
情
報
な

ど
の
確
認
に
は
「
ふ
く

し
ま
ｅ
マ
ッ
プ
」
が
便

利
で
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

□問
都
市
計
画
課
□電
525
―
３
７
６
１

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

食
中
毒
に
ご
注
意
を

□内
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
食
中
毒
は
、

特
に
冬
場
の
発
生
が
多
く
、
大
規
模

市
役
所
本
庁
舎
正
面
玄
関
の
閉
鎖

□時
２
月
29
日
㈭
ま
で
（
予
定
）

□内
本
庁
舎
１
階
ロ
ビ
ー
の
天
井
改
修

工
事
に
伴
い
、
正
面
玄
関
を
閉
鎖
し

ま
す
。
工
事
期
間
中
は
、
東
側
入
口
、

西
側
入
口
、
北
側
入
口
（
２
カ
所
）

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

□問
管
財
課
□電
535
―
１
１
４
０

都
市
計
画
図
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
公
開

□内
紙
で
交
付
や
貸
し
出
し
を
し
て
い

た
都
市
計
画
図
を
、
１
月
１
日
㈷
か

ら
市
HP
に
公
開
し
ま
す
。

総
括
図
：
２
万
５
千
分
の
１

化
し
や
す
い
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
ノ

ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
食
中
毒
予
防
の

４
原
則
で
あ
る
、「
持
ち
込
ま
な
い
」

「
つ
け
な
い
」「
や
っ
つ
け
る
」「
拡

げ
な
い
」
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。
詳

し
く
は
政
府
広
報
オ
ン

ラ
イ
ン
の
HP
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

□問
保
健
所
衛
生
課
□電
597
―
６
３
５
８

野
鳥
に
お
け
る

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

□内
感
染
し
た
鳥
と
の
接
触
な
ど
特
殊

な
場
合
を
除
き
、
通
常
で
は
人
に
感

染
し
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

次
の
点
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

❶
必
要
が
な
け
れ
ば
野
鳥
に
近
づ
く

こ
と
は
避
け
て
く
だ
さ
い
。
野
鳥
の

ふ
ん
が
靴
の
裏
や
車
の
タ
イ
ヤ
に
付

く
こ
と
で
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が

拡
大
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

❷
野
鳥
や
野
鳥
の
ふ
ん
な
ど
に
触
れ

た
場
合
は
、
せ
っ
け
ん
で
手
を
洗
い
、

う
が
い
を
す
れ
ば
、
過
度
に
心
配
を

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

❸
同
じ
場
所
で
た
く
さ
ん
の
野
鳥
な

ど
が
死
ん
で
い
る
場
合
は
、
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

□問
農
業
企
画
課
□電
525
―
３
７
２
７

国
保
・
年
金

農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

□内
農
業
者
年
金
は
農
業
者
の
老
後
の

生
活
を
支
え
る
公
的
年
金
で
す
。
積

立
方
式
（
確
定
拠
出
型
）
の
終
身
年

金
で
、
支
払
っ
た
保
険
料
は
全
額
社

会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

35
歳
未
満
で
要
件
を
満
た
す
方
は
、

月
額
１
万
円
か
ら
加
入
で
き
ま
す
。

□対
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事
し
て

い
る
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者

（
国
民
年
金
の
保
険
料
免
除
者
を
除
く
）

□申
最
寄
り
の
Ｊ
Ａ
窓
口
で

□問
農
業
委
員
会
事
務
局

□電
525
―
３
７
７
９税

市
・
県
民
税
第
４
期

国
民
健
康
保
険
税
第
７
期

納
期
限
は
１
月
31
日
㈬

□内
市
税
な
ど
の
納
付
は

口
座
振
替
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
決
済
ア
プ
リ
が

便
利
で
す
。

□問
納
税
課
□電
525
―
３
７
１
７

個
人
市
・
県
民
税
申
告
の

お
知
ら
せ

□内
令
和
６
年
度
（
令
和
５
年
分
）
個

人
市
・
県
民
税
の
申
告
受
け
付
け
は
、

２
月
７
日
㈬
か
ら
実
施
し
ま
す
。
申

告
が
必
要
と
思
わ
れ
る
方
に
は
、
１

月
中
に
申
告
案
内
書
を
郵
送
し
ま
す
。

指
定
日
時
の
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。な
お
、混
雑
を
避
け
る
た
め
、郵

送
で
の
申
告
を
お
勧
め
し
ま
す
。

※
詳
し
い
日
程
・
会
場
は
、
市
HP
・

市
政
だ
よ
り
２
月
号
に
掲
載
し
ま
す
。

※
申
告
書
は
、
１
月
上
旬
か
ら
市
HP

で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
ほ
か
、
市

福島市の人口（R６.１.１）計274,923人（−205）男134,085人（−98）女140,838人（−107）／世帯数123,150（−27）

民
税
課
お
よ
び
各
支

所
・
出
張
所
に
も
備
え

付
け
ま
す
。

※
申
告
期
間
中
、
市
民
税
課
窓
口
で

申
告
の
受
け
付
け
は
行
い
ま
せ
ん
。

※
昨
年
確
定
申
告
を
し
た
方
に
は
、

税
務
署
か
ら
確
定
申
告
を
お
知
ら
せ

す
る
は
が
き
な
ど
が
届
き
ま
す
。

□問
市
民
税
課

□電
525
―
３
７
９
２
、
525
―
３
７
１
２

福
　
　
祉

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座�

無
料

□時
１
月
31
日
㈬
午
後
１
時
30
分
～
３
時

□内
❶
認
知
症
と
は
何
か
❷
認
知
症
の

症
状
と
支
援
の
仕
方
❸
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
の
で
き
る
こ
と
受
講
者
に

は
「
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
」
を
贈
呈
。

□講
キ
ャ
ラ
バ
ン・メ
イ
ト

□定
20
人
（
先
着
順
）　
□申
日
本
赤
十

字
社
福
島
県
支
部
の
HP
か
ら

□場 

□問
日
本
赤
十
字
社
福
島
県
支
部

□電
545
―
７
９
９
６

健
康
生
活
支
援
講
習

支
援
員
養
成
講
習
＋
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

□時
２
月
10
・
11
日
い
ず
れ
も
午
前
９

時
30
分
～
午
後
５
時

□内
❶
高
齢
者
の
健
康
と
安
全
❷
地
域

に
お
け
る
支
援
活
動
❸
車
椅
子
や
杖

の
使
い
方
❹
日
常
生
活
に
お
け
る
介

護
や
支
援
の
仕
方
❺
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
（
①
認
知
症
と
は
何

か
②
認
知
症
の
症
状
と
支
援
の
仕
方

③
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
で
き
る
こ
と
）

□講
赤
十
字
健
康
生
活
支
援
講
習
指
導

員
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト

□対
15
歳
以
上
の
方　
□定
15
人（
先
着
順
）

□料
900
円　
□持
筆
記
用
具
、
動
き
や
す

い
服
装
（
ズ
ボ
ン
着
用
）　
□申
日
本

赤
十
字
社
福
島
県
支
部
の
HP
か
ら

□場 

□問
日
本
赤
十
字
社
福
島
県
支
部

□電
545
―
７
９
９
６

令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
事
業
者

に
よ
る
合
理
的
配
慮
が
義
務
化

□内
障
害
者
差
別
解
消
法
の
改
正
に
よ

り
、
民
間
事
業
者
に
よ
る
障
が
い
の

あ
る
人
へ
の
合
理
的
配
慮
の
提
供
が

義
務
化
さ
れ
ま
す
。

【
合
理
的
配
慮
の
具
体
例
】

●
意
思
を
伝
え
合
う
た
め
に
、
絵
や

写
真
の
カ
ー
ド
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

な
ど
を
使
う
。

●
段
差
が
あ
る
場
合
、
車
い
す
利
用

者
の
た
め
に
、
ス
ロ
ー
プ
な
ど
を

使
っ
て
補
助
す
る
。

●
障
が
い
の
あ
る
人
か
ら
代
筆
を
頼

ま
れ
た
場
合
、
代
筆
が
問
題
な
い
書

類
は
、
そ
の
人
の
意
思

を
十
分
に
確
認
し
な
が

ら
代
わ
り
に
書
く
。

※
詳
し
く
は
、
内
閣
府
HP
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

□問
障
が
い
福
祉
課
□電
525
―
３
７
４
８

市政だよりは市のHPでもご覧になれます。 【HPアドレス】https://www.city.fukushima.fukushima.jp/
目の不自由な方のために、点字市政だよりと音声市政だよりを発行している他、市のHPで声の市政だよりを
聞くことができます。

１月の各種相談 無料

　毎月のイベント情報を市
HP内「イベントカレンダー」
に掲載しています。お出かけ
の際にご活用
ください。

１月のイベント
カレンダー

相談内容 相談・予約・問
法律（弁護士）要予約（※年度内1人1回） 市民相談室電535－2121 

予約受け付け／毎週月～金曜日 
午前９時30分～正午、午後１時～４時45分市政・一般（生活課相談員）

登記（司法書士） 県司法書士会福島支部電529－7331

土地家屋調査（土地家屋調査士会） 県公共嘱託登記土地家屋調査士協会県北支所
電531－0986

行政（行政相談委員、来所・電話・ファクスで）
相談／電・フ521－8331 
問／福島行政監視行政相談センター
電534－1101

年金・労働（社会保険労務士）要予約
※Zoomでも対応可

県社会保険労務士会 
電526－2270　フ534－5432

法的トラブルに関する法制度・相談窓口の情報
提供（電話・メールフォームで）

法テラスサポートダイヤル 
電0570－078374

法的トラブルの相談（借金・離婚・相続など）
要予約 �※収入・資産が一定基準以下の方のみ無料 法テラス福島電0570－078370

交通事故 県政相談コーナー電521－4281  
消費生活（生活課消費生活相談員） 消費生活センター電522－5999
多重債務110番（生活課消費生活相談員） 消費生活センター電522－7867

社会福祉士による成年後見制度や権利擁護全般
に関する相談（来所・電話・ファクス・メールで）

権利擁護センター 
電533－3341　フ533－8879 
メkenriyougo@f-shishakyo.or.jp

配偶者などからの暴力・夫婦間の問題など（女性相談員）こども家庭課電525－3780育児不安･児童虐待･家庭内での悩みなど
労働困りごと相談窓口 県労働委員会事務局電521－7594
労働局総合労働相談コーナー（解雇、労働条件、いじめ・
嫌がらせ、セクハラ・マタハラなど労働問題に関する相談）

総合労働相談コーナー電536－4600 
電0800－8004611（労働者フリーダイヤル）

職場のマタハラ、セクハラ、パワハラ、性差別、
育児・介護休業など

福島労働局雇用環境・均等室 
電536－4609

障がい者差別相談窓口�
（電話・ファクス・メールで）

市社会福祉協議会
電563－7765　フ533－5262　
メsoudan-shien@f-shishakyo.or.jp

人権なんでも相談
みんなの人権110番電0570－003－110 
子どもの人権110番電0120－007－110 
女性の人権ホットライン電0570－070－810

外国人の生活相談
定住交流課（市国際交流協会事務局） 
電525－3739　フ533－5263
メteijyuu@mail.city.fukushima.fukushima.jp

外国人住民のための相談窓口�
（来所・電話・ファクス・メール・LINEで）

県国際交流協会 
電524－1316　フ521－8308 
メask@worldvillage.org

外国人住民のための弁護士・
行政書士電話相談　要予約 県国際交流協会電524－1316

日時など
詳しくは市HPをご覧ください▶ 震災関連相談はこちら▶

素案などの閲覧／❶市HPで❷担当課、広聴広報課、市民情
報室、各支所・出張所、各学習センター、市民活動サポート
センターなどで
意見提出方法／❶オンライン申請❷上記閲覧場所に備え付け
の用紙に記入し、持参か専用の封筒（切手不要）で郵送、ま
たはファクスで

パブリックコメントを募集します

案件名 内容 意見の
募集期間

担当課
（問・提出先）

令和６年度
福島市食品衛生
監視指導計画

食中毒などの食品衛生上
の危害を未然に防止し、
市民の皆さんの健康を保
護するための計画

１月18日
～

２月19日

問保健所衛生課
電597−6358
フ533−3315

福島市立地
適正化計画

「コンパクト・プラス・
ネットワーク」の実現に
向け策定した計画を、都
市構造の変化や防災指針
の追加に伴い改定

問都市計画課
電525−3761
フ533−0026

第２次
福島市自殺
対策計画

全ての市民がかけがえの
ない個人として尊重さ
れ、誰も自殺に追い込ま
れることのない社会の実
現を目指すための計画

問障がい福祉課
電525−3746
フ533−5263
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乳幼児健康診査 無料

保健福祉センター …〒960−8002 森合町10−1 （福島中央郵便局西側） 
　※市内循環バスももりん1・2コース保健福祉センター前下車

問こども家庭課　電525−7671

1819

子
育
て

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
・

え
が
お
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

□時
月
～
金
曜
日
（
祝
日
・
12
月
29
日

～
１
月
３
日
を
除
く
）
午
前
８
時
30

分
～
午
後
５
時
15
分　
□場
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー　
□内
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
妊

娠
・
出
産
・
子
育
て
に
関
す
る
相
談

に
応
じ
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な

ぐ
な
ど
、
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
行

い
ま
す
。

□問
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
に
関
す
る

こ
と
□電
525
―
７
６
７
１

子
ど
も
・
家
庭
に
関
す
る
こ
と

□電
525
―
３
７
８
０

こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
訪
問

□内
保
健
師
・
助
産
師
に
よ
る
え
が
お

赤
ち
ゃ
ん
訪
問
の
後
に
、
地
域
の
子

育
て
経
験
者
で
市
の
委
嘱
を
受
け
た

「
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
応
援
隊
」

が
訪
問
し
、
地
域
の
子
育
て
情
報
な

ど
を
お
届
け
し
ま
す
。

□問
保
健
所
健
康
推
進
課

□電
572
―
３
１
２
０

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
事
業
説
明
会

□時
１
月
11
日
㈭
午
前
10
時　
□場
市
民

会
館　
□内
❶
子
育
て
の
援
助
を
受
け

た
い
方
と
行
い
た
い
方
の
募
集
❷
病

児
・
病
後
児
預
か
り
の
事
業
説
明
会

※
託
児
あ
り
（
要
予
約
）。

□申
電
話
で

□問
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

□電
526
―
０
６
１
２

児
童
扶
養
手
当
の
振
込

□内
児
童
扶
養
手
当
は
、
１
月
11
日
㈭

に
振
り
込
み
ま
す
。

□問
こ
ど
も
政
策
課
□電
572
―
７
１
０
３

４
月
に
入
学
予
定
で
指
定
校

変
更
を
希
望
す
る
方
へ

□内
４
月
に
市
立
小
・
中
学
校
入
学
予

定
の
方
へ
、１
月
末
に
「
入
学
通
知

書
」を
郵
送
し
ま
す
。次
の
❶
～
❸
の

事
情
に
よ
り
、入
学
通
知
書
で
指
定

さ
れ
た
学
校
の
変
更
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、期
限
内
に
必
要
書
類
と
入
学

通
知
書
を
学
校
教
育
課
ま
た
は
各
支

所
・出
張
所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
必
要
書
類
の
様
式
は
、
市
HP
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
の
ほ
か
、
学
校
教
育

課
、
各
支
所
・
出
張
所
で
配
布
。

提
出
期
限
／
２
月
29
日
㈭

主
な
許
可
基
準
と
必
要
書
類

❶
保
護
者
が
共
働
き
の
た
め
、
放

課
後
の
児
童
預
か
り
先
が
あ
る
学

区
の
学
校
へ
通
学
す
る
場
合
（
小

学
生
の
み
）
／
①
保
護
者
の
「
勤

務
証
明
書
」
②
「
児
童
預
か
り
承

諾
書
」
ま
た
は
学
童
ク
ラ
ブ
な
ど

の
「
児
童
入
会
証
明
書
」

❷
保
護
者
が
自
営
す
る
店
舗
な
ど

に
児
童
が
下
校
す
る
た
め
、
そ
の

店
舗
な
ど
が
所
在
す
る
学
区
の
学

校
へ
通
学
す
る
場
合
（
小
学
生
の

み
）
／
保
護
者
の
「
勤
務
証
明
書
」

❸
他
学
区
に
家
を
新
築
中
な
ど
の

た
め
、
そ
の
学
区
の
学
校
に
あ
ら

か
じ
め
通
学
す
る
場
合
（
小
・
中

学
生
、第
一
学
期
終
了
時
ま
で
）
／

「
工
事
請
負
契
約
書
」
な
ど
の
写
し

（
保
護
者
氏
名
、
新
築
先
の
住
所
、

引
き
渡
し
年
月
日
が
分
か
る
部
分
）

詳
し
く
は
市
HP
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

□問
学
校
教
育
課

□電
525
―
３
７
８
２

健
　
　
康

指
定
難
病
医
療
費
受
給
者
証
の

更
新
申
請
受
付
期
間
終
了

□内
受
け
付
け
は
、
令
和
５
年
12
月
28

日
㈭
で
終
了
し
ま
し
た
。
期
間
内
に

手
続
き
が
で
き
な
か
っ
た
方
は
、
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

□問
保
健
所
保
健
予
防
課

□電
573
―
４
３
８
４

健
康
セ
ミ
ナ
ー�

無
料

□時
１
月
17
日
㈬
午
後
２
時
～
３
時
30
分

□場
キ
ョ
ウ
ワ
グ
ル
ー
プ
・
テ
ル
サ

ホ
ー
ル

□内
テ
ー
マ
／
知
っ
て
お
き
た
い
高
血

圧
の
こ
と
～
未
来
の
心
・
脳
・
腎
を

守
る
た
め
に
～

□講
ひ
が
し
は
ま
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長

待ま
ち
い井
宏ひ

ろ

文ふ
み

さ
ん　
□対
市
内
在
住
の
方

□定
50
人
（
先
着
順
）　
□申
オ
ン
ラ
イ

ン
申
請
か
、
電
話
ま
た

は
❶
住
所
❷
氏
名
❷
電

話
番
号
を
明
記
の
上

フ
ァ
ク
ス
で

□問
保
健
予
防
課
□電
525
―
７
６
８
０

□フ
525
―
５
７
０
１

健
康
セ
ミ
ナ
ー（
全
２
回
）

�

無
料

□時
❶
１
月
26
日
❷
２
月
１
日
い
ず
れ

も
午
後
２
時
～
３
時
30
分

□場
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

□内
テ
ー
マ
／
骨こ

つ
そ
し
ょ
う
し
ょ
う

粗
鬆
症
と
骨
折
予
防

に
つ
い
て
～
ず
っ
と
丈
夫
な
骨
で
い

る
た
め
に
で
き
る
こ
と
～

❶
専
門
医
に
よ
る
骨
粗
鬆
症
に
つ
い

て
の
講
話
❷
理
学
療
法
士
、
管
理
栄

養
士
に
よ
る
ず
っ
と
丈
夫
な
骨
で
い

る
た
め
に
で
き
る
運
動
・
栄
養
に
つ

い
て
の
講
話　

□講（
一
社
）大
原
記
念
財
団
大
原
綜
合

病
院
理
事
長
・
統
括
院
長
佐さ

と
う藤
勝か

つ

彦ひ
こ

さ
ん
、
理
学
療
法
士
伊い

と
う東
正ま

さ
し嗣
さ

ん
・
森も

り

藤と
う

菜な
つ
み摘
さ
ん
、
管
理
栄
養
士

半は
ん
ざ
わ澤
海み

お

り
帆
里
さ
ん

□対
全
２
回
参
加
で
き
る
方　
□定
50
人

（
先
着
順
）　
□申
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
か

電
話
、
ま
た
は
①
住
所
②
氏
名
③
電

話
番
号
を
明
記
の
上

フ
ァ
ク
ス
で

□問
保
健
所
保
健
予
防
課

□電
525
―
７
６
８
０
□フ
525
―
５
７
０
１

食
を
通
し
た
健
康
づ
く
り
講
座

（
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
養
成
講
座
）�

無
料

□時
２
月
７
・
14
・
20
・
29
日
、
３
月

５
・
８
日　
□場
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
３
月
８
日
㈮
の
み
市
民
会
館
。

□内
食
生
活
や
栄
養
、
健
康
づ
く
り
な

ど
を
学
び
ま
す
。　
□対
講
座
受
講
後
、

市
食
生
活
改
善
推
進
員
（
ヘ
ル
ス
メ

イ
ト
）
協
議
会
の
会
員
と
し
て
、
地

域
で
「
食
」
を
通
し
た
健
康
づ
く
り

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
で
き
る
方

□定
30
人
（
先
着
順
）　
□申
電
話
で

□問
保
健
所
健
康
推
進
課　

□電
572
―
３
１
２
０

肝
炎
講
演
会
・
交
流
会

「
も
っ
と
知
ろ
う
！

ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
」�

無
料

□時
２
月
10
日
㈯
午
後
２
～
４
時

□場
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

□内
講
演
会
「
肝
炎
の
最
新
の
治
療
と

日
常
生
活
で
気
を
つ
け
る
こ
と
」、

交
流
会　

□講
福
島
県
立
医
科
大
学
消
化
器
内
科

学
講
座
主
任
教
授
大お

お

平ひ
ら

弘ひ
ろ

正ま
さ

さ
ん　

□対
❶
Ｂ
型
肝
炎
・
Ｃ
型
肝
炎
と
診
断

さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
方
と
ご
家
族
❷

医
療
機
関
関
係
者
❸
そ
の
他
関
心
の

あ
る
方

※
❸
の
方
は
講
演
会
の
み
参
加
可
。

□定
50
人
（
先
着
順
）　
□申
２
月
２
日

㈮
ま
で
に
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
か
電
話
、

ま
た
は
①
氏
名
②
電
話
番
号
③
対
象

者
区
分
を
明
記
の
上

フ
ァ
ク
ス
で

□問
保
健
所
保
健
予
防
課

□電
572
―
３
１
５
２
□フ
525
―
５
７
０
１

小
・
中
学
校
入
学
前
の

予
防
接
種
は
お
済
み
で
す
か
？

□場
市
登
録
医
療
機
関　
□内
受
け
忘
れ

の
予
防
接
種
が
な
い
か
、
母
子
健
康

手
帳
を
確
認
し
、
早
め
に
医
療
機
関

へ
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

❶
令
和
６
年
度
小
学
校
に
入
学
す
る

お
子
さ
ん

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
２
期
の
接
種
期

間
は
、
３
月
31
日
㈰
ま
で
で
す
。

❷
令
和
６
年
度
中
学
校
に
入
学
す
る

お
子
さ
ん

２
種
混
合
２
期（
ジ
フ
テ
リ
ア・破
傷

風
）と
日
本
脳
炎
２
期
の
接
種
期
間

は
、13
歳
の
誕
生
日
前
日
ま
で
で
す
。

□料
無
料
（
公
費
負
担
）

※
接
種
期
間
を
過
ぎ
た
場
合
は
、
全

額
自
己
負
担
。

□持
予
診
票
、
母
子
健
康
手
帳
、
保
険

証
な
ど
の
住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日

が
確
認
で
き
る
も
の

□問
保
健
所
保
健
予
防
課

□電
572
―
３
１
５
２

麻
し
ん
・
風
し
ん
の
予
防

接
種
は
お
済
み
で
す
か
？

□場
市
登
録
医
療
機
関　
□内
麻
し
ん
・

風
し
ん
は
感
染
力
が
非
常
に
強
い
た

め
、
手
洗
い
や
マ
ス
ク
だ
け
で
は
予

防
で
き
ま
せ
ん
。
予
防
に
は
、
合
計

２
回
の
予
防
接
種
が
最
も
有
効
で
す
。

母
子
健
康
手
帳
の
予
防
接
種
の
記
録

を
確
認
し
、
忘
れ
ず
に
接
種
し
ま

し
ょ
う
。　

□対
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
１
期
：
１
～

２
歳
未
満
の
方
（
２
歳
の
誕
生
日
前

日
ま
で
）　

□料
無
料
（
公
費
負
担
）

※
接
種
期
限
を
過
ぎ
た
場
合
は
、
全

額
自
己
負
担
。

□持
予
診
票
、
母
子
健
康
手
帳
、
保
険

証
な
ど
の
住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日

が
確
認
で
き
る
も
の

□問
保
健
所
保
健
予
防
課

□電
572
―
３
１
５
２

〈４カ月児健康診査・10カ月児健康診査〉
　個別健診で実施しています。「すこやか手帳」をご覧になり、登録医療機関に予約の上、受診してください。
　転入の方、診査票を紛失した方は、登録医療機関またはこども家庭課へお問い合わせください。
※10カ月児健診の診査票の有効期間は、１歳の誕生日前日までです。
〈１歳６カ月児健康診査・３歳児健康診査〉
　個別に通知をしています。内容などをご確認の上、お越しください。
※登録医療機関、日程、持ち物など、詳しくは市HPをご覧ください。
※ブックスタート・ブックステップ事業については、市立図書館（電531−6551）へお問い合わせください。

各記事に掲載のQRコードから、申し込み方法など詳しい情報がご覧いただけます。

子育て世帯生活支援特別給付金
申請はお済みですか？

　物価高騰の影響を受けて、家計が急変している子育て世帯への
給付金の申請を受け付けています。ひとり親世帯とそれ以外の世
帯で支給要件が異なり、申請が不要な方と申請が必要な方がいま
す。まだ支給を受けておらず、支給要件に該当する方は市HPをご
覧の上、申請してください。
●申請が必要となる支給対象者
⑴ひとり親世帯分　
❶�公的年金等給付等受給者／年金などを受けている
ことにより児童扶養手当を受給していない方

❷�家計急変者／令和５年１月１日以降の収入が急変
し、収入が児童扶養手当を受給している方と同じ
水準となっている方

⑵ひとり親以外の子育て世帯（その他世帯）分　
　�その他支給対象者／対象児童（令和５年３月31日
時点で18歳未満の子（障害児については20歳未
満））の養育者で、以下のいずれかに該当する方
　・令和５年度分の住民税が非課税である方
　・�令和５年１月１日以降の収入が急変し、住民税
が非課税と同じ水準となっている方

●申請期限／２月29日㈭
●給付額／児童１人当たり一律５万円　
問こども政策課　電597－7906

▲ひとり親世帯

▲その他世帯
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緊急休日当番医 受付時間／午前９時〜午後４時30分
医療機関により異なる場合があります

※小児科のオンライン診療について、詳しくはP10をご覧ください。

※当番医が変更になる場合もあります。
　�最新の情報は市ホームページをご確認
ください。

月日 内　　　　　科 小　　児　　科 外科・整形外科

1 月 1 日
月曜日

くどう内科・糖尿病クリニック すぎやま内科内視鏡クリニック いがらしキッズクリニック 君島乳腺クリニック
三 河 南 町 563−7686

大 森 563−1061 渡 利 563−3363 松 浪 町 528−8511※オンライン診療開設日

1 月 2 日
火曜日

三 河 台 内 科 曽根田駅前クリニック 都 小 児 科 医 院 後 藤 整 形 外 科
東 中 央 535−2660

野 田 町 534−7832 曽 根 田 町 597−8595 鎌 田 554−2626※オンライン診療開設日

1 月 3 日
水曜日

御山内科クリニック さ と う 内 科 医 院 と や の ク リ ニ ッ ク 福島腎泌尿器クリニック
鳥 谷 野 544−1122

御 山 533−2101 豊 田 町 523−4511 森 合 557−1815※オンライン診療開設日

1 月 7 日
日曜日

阿部循環器科・内科クリニック さとうクリニック内科・消化器内科 もり皮膚科小児科医院 田 島 整 形 外 科
南 矢 野 目 573−9939 方 木 田 545−6111 大 森 545−3268 西 中 央 533−6651

1 月 8 日
月曜日

うめつLS内科クリニック ク リ ニ ッ ク21 いそめこどもクリニック あ ら い ク リ ニ ッ ク
松 浪 町 536−5225 栄 町 521−5581 吉 倉 545−2757 荒 井 593−1020

1 月14日
日曜日

厚 生 会 ク リ ニ ッ ク むらおか内科・糖尿病内科・耳鼻咽喉科クリニック ふくしま木もれ日クリニック 紺 野 整 形 外 科
鎌 田 552−5315 松 川 町 567−2244 瀬 上 町 563−1860 丸 子 553−3000

1 月21日
日曜日

ｉひふ・大腸 いがり弘之由美子クリニック 蓬 萊 東 内 科 ※オンライン診療開設日 ｉひふ・大腸 いがり弘之由美子クリニック
笹 木 野 558−2323 蓬 萊 町 548−1212 笹 木 野 558−2323

1 月28日
日曜日

酒井内科クリニック 福島セントラルクリニック おだニコニコこどもクリニック 南沢又あんざいクリニック
岡 部 531−1781 早 稲 町 522−7701 泉 557−0415 南 沢 又 597−7718

2 月 4 日
日曜日

上 松 川 診 療 所 ひがしはまクリニック いちかわクリニック 井 上 整 形 外 科 医 院
北 沢 又 558−1111 東 浜 町 563−1366 南 矢 野 目 554−2828 鳥 谷 野 545−0770

月日 産　婦　人　科 眼　　　　　科 耳 鼻 咽 喉 科 皮　　膚　　科
1 月 7 日

日曜日  堀 切 眼 科 イノモト医院耳鼻咽喉科 斎藤皮膚科クリニック
太 田 町 563−1504 瀬 上 町 553−3185 八 木 田 544−6866

1 月14日
日曜日

アートクリニック産婦人科 桜 水 さ か い 眼 科 むらおか内科・糖尿病内科・耳鼻咽喉科クリニック  栄 町 523−1132 笹 谷 558−7555 松 川 町 567−2244
1 月21日
日曜日

大川レディースクリニック お じ ま 眼 科 大 原 綜 合 病 院 ｉひふ・大腸 いがり弘之由美子クリニック
鳥 谷 野 545−8883 渡 利 528−0588 上 町 526−0300 笹 木 野 558−2323

1 月28日
日曜日

大 原 綜 合 病 院 ましこ眼科クリニック 西條耳鼻咽喉科医院  上 町 526−0300 丸 子 552−5335 笹 谷 558−1344
2 月 4 日

日曜日
菅 野 産 婦 人 科 医 院  済生会福島総合病院 根 本 皮 膚 科
蓬 萊 町 548−2525 大 森 544−5171 南 沢 又 558−9880

救急車を呼ぶべきか迷ったら（24時間対応）

救急電話相談  #7119
※�固定電話（ダイヤル回線）、ひかり電話、IP電話など
「#7119」につながらないときは024−524−3020

※�固定電話（ダイヤル回線）、ひかり電話、IP電話など
「#8000」につながらないときは024−521−3790

体調が急変したら 急な病気やけがの相談に、以下の急病時短縮ダイヤルをご利用ください。

休日・夜間（午後７時〜午前８時）の子どもの症状の相談は

こども医療でんわ相談  #8000

※�休日当番医療機関
以外にも診療する
医療機関がありま
す。病院・薬局な
どを調べるときは、
ふくしま医療情報
ネットが便利です。

� 夜間　　　
� 急病診療所

525−7672
診療日／毎日
診療科／
内科・外科・小児科
時間／
午後７時〜
翌朝７時30分
(受け付け：午後６時
30分〜翌朝７時)
※�小児科は午後10時
まで。
場所／
上町テラス２階
（上町５−6）

休日救急　
歯科診療所
525−7673

診療日／日曜・祝日、
年末年始（12月30日
〜令和６年１月３日）
時間／
午前９時〜正午、
午後１〜５時
(受け付け：午前９時
〜11時30分、午後１時
〜４時30分)
場所／
保健福祉センター
１階

マイ広報紙マイ
広報紙

マチイロ

カタログポケット

ふくしまチャンネル

福島市

福島市

表紙写真
の 説 明

【タブレットを活用した小学校の授業】
　タブレットを活用して、発表の資料を作っていた子どもたちは、目をキラキラと輝かせながら授業に取り組んでいました。

※�QRコードは㈱デンソーウェーブの登録商標です。

　市デジタル都市宣言に掲げる「デジタルで便利で豊かな新ステージ」の実現に向け、
デジタルテクノロジーの未来や企業などが行うべき対応について考える機会とするた
め、フォーラムを開催しました。� ■問／デジタル推進課　電572−3943

▲市内企業３社が事例発表

▲資料はデータ配信により
　ペーパーレス化

▲本市出身である、Meta日本法人FacebookJapan合同会社
　代表取締役の味

あじ
澤
さわ

将
まさ

宏
ひろ

さんによる基調講演

11/24 市 デ ジ タ ル 化 推 進 フ ォ ー ラ ム 開 催

資料は市ホーム
ページからご覧
になれます。


